
近
代
日
本
の
産
業
地
域
形
成
期
に
お
け
る
農
家
経
済
構
造
の
変
化

愛
知
県
『
農
家
経
済
調
査
』
に
み
る
農
家
の
暮
ら
し
t

臼
勿、

γ

睾、
ぞ

規

子
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【
要
約
】
　
本
稿
で
は
、
都
市
化
と
工
業
化
が
著
し
い
大
正
期
の
農
家
の
暮
ら
し
と
そ
の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
具
体
的
に
は
東
京

府
と
大
阪
府
に
次
ぐ
工
業
規
模
を
も
ち
、
か
つ
農
業
生
産
額
も
全
国
の
中
で
上
位
に
位
置
し
て
い
た
愛
知
県
を
事
例
と
し
、
欄
農
家
経
済
調
査
隔
の
分
析

を
通
し
て
、
農
家
の
七
年
間
の
暮
ら
し
（
一
九
二
三
年
か
ら
一
九
三
〇
年
ま
で
）
を
経
年
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
は
次
の
三
点
に
要
約
さ
れ
る
。
第
一
に
、

農
家
の
経
済
構
造
の
推
移
を
み
る
と
、
農
業
以
外
の
生
業
を
手
離
し
て
生
業
を
単
一
化
す
る
…
方
、
都
市
住
民
向
け
の
疏
髪
栽
培
や
養
鶏
な
ど
に
よ
っ
て

農
業
自
体
を
多
角
化
し
て
い
く
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
第
二
に
、
こ
の
時
期
の
農
家
は
家
族
構
成
員
の
周
期
的
律
動
と
い
う
内
部
状
況
だ
け
で
な
く
、
市

場
経
済
と
い
う
外
部
状
況
へ
の
対
応
が
間
時
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
後
者
か
ら
の
影
響
が
増
大
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
以
上
を
ふ
ま
え
、
第

三
と
し
て
、
近
代
日
本
の
産
業
地
域
形
成
過
程
は
、
俸
給
生
活
者
家
族
だ
け
で
な
く
、
農
家
の
役
割
を
も
含
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
　
九
九
巻
一
閑
写
　
　
二
〇
〔
山
ハ
年
㎜
月

序

出早
問
題
の
所
在

（177）

松
方
デ
フ
レ
を
経
て
始
ま
る
一
八
八
○
年
代
半
ば
か
ら
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
に
か
け
て
の
い
わ
ゆ
る
「
企
業
勃
興
」
は
、
一
八
九
〇
年
の
　
堺



恐
慌
に
よ
っ
て
～
時
停
滞
し
た
と
は
い
え
、
日
清
戦
争
後
の
技
術
的
、
経
済
的
変
革
に
よ
っ
て
第
二
次
勃
興
期
を
迎
え
た
。
こ
の
一
八
八
○
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

代
半
ば
か
ら
一
九
一
〇
年
頃
ま
で
が
日
本
の
「
産
業
革
命
期
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
以
降
の
急
速
な
社
会
の
変
化
を
表
す
指
標
に
は
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

く
つ
か
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
工
場
の
登
場
と
そ
の
増
加
に
着
目
し
て
、
ま
ず
は
『
工
場
統
計
表
』
に
よ
っ
て
全
国
的
動
向
を
把
握
し
て
お
き
た

い
。
～
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
の
工
場
数
は
三
万
二
千
二
百
二
十
八
、
生
産
額
は
七
億
九
千
六
百
三
十
四
万
八
千
六
百
五
十
三
円
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
一
〇
〇
と
す
る
と
、
工
場
数
は
一
九
二
一
（
大
正
～
○
）
年
に
二
七
～
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
一
七
二
、
一
九
三
五
（
昭
和
～
○
）

年
に
二
六
五
と
推
移
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
生
産
額
は
七
〇
三
、
九
二
六
、
；
一
六
四
と
推
移
す
る
。
工
場
数
の
一
時
的
な
減
少
に
恐
慌
の
影

響
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
大
局
的
に
み
れ
ば
、
工
場
数
、
生
産
額
と
も
に
急
速
に
増
加
し
た
と
み
て
よ
い
。
本
稿
で
は
産
業
革
命
期

と
昭
和
恐
慌
期
を
経
て
昭
和
一
〇
年
頃
に
至
る
こ
の
期
聞
を
、
近
代
日
本
の
「
産
業
地
域
形
成
期
」
と
定
義
す
る
。

　
産
業
地
域
形
成
期
の
こ
う
し
た
動
き
は
一
般
的
に
は
国
家
主
導
で
進
ん
だ
産
業
化
、
国
土
の
中
央
集
権
的
再
編
成
の
一
局
面
と
説
明
さ
れ
て

　
③

き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
都
道
府
県
別
に
み
る
と
地
域
差
が
見
出
さ
れ
る
。
工
場
は
東
京
府
、
大
阪
府
、
愛
知
県
に
集
中
し
て
お
り
、
一
九
〇

九
年
に
は
三
府
県
で
全
体
の
二
七
・
五
％
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
割
合
は
漸
次
増
加
し
、
一
九
三
五
年
に
は
四
〇
・
九
％
を
占
め
る
ま
で
に
な

　
⑧つ

た
。
三
都
市
以
外
の
都
道
府
県
も
含
め
れ
ば
、
こ
の
差
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。
つ
ま
り
、
資
本
主
義
へ
の
歩
み
は
各
地
域
に
よ
っ
て
一
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

で
は
な
く
、
そ
れ
が
日
本
に
お
け
る
産
業
の
地
域
的
分
業
を
促
進
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
観
点
に
立
て
ば
、
近
代
日
本
を
考
え
る

う
え
で
各
「
地
域
」
の
動
向
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
国
民
国
家
経
済
に
関
す
る
議
論
の
高
ま
り
の
中
で
そ
れ
は
等
閑
視

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
産
業
革
命
は
主
に
製
造
業
を
中
心
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
第
二
次
産
業
の
勃
興
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
一
方
で
、
農
業
な
ど
第
一
次
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

業
を
含
め
た
産
業
全
体
の
動
向
を
視
野
に
入
れ
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
急
速
な
工
業
化
を
支
え
た
原
材
料
、

燃
料
、
食
料
、
労
働
力
の
供
給
源
と
な
っ
た
の
は
農
村
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
生
糸
生
産
の
た
め
の
養
蚕
業
、
鉱
工
業
の
燃
料
と
な
る
薪
炭

生
産
、
都
市
住
民
や
工
場
労
働
者
の
食
料
増
産
、
家
内
工
業
あ
る
い
は
工
場
で
求
め
ら
れ
る
労
働
力
の
供
給
な
ど
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
農
村
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に
依
拠
し
て
い
た
。
ま
た
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
伴
う
好
景
気
、
米
価
高
騰
、
肥
料
代
騰
貴
、
賃
金
上
昇
、
農
業
労
働
力
の
流
出
と
い
っ
た
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

連
の
変
化
は
、
農
村
が
商
量
経
済
の
渦
中
に
一
層
深
く
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
過
程
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
産
業
地
域
形
成
期
は
工

業
の
勃
興
の
み
な
ら
ず
、
日
本
農
業
を
と
り
ま
く
環
境
の
変
化
を
伴
い
な
が
ら
、
農
村
と
農
家
の
暮
ら
し
全
体
が
大
き
く
変
化
し
た
時
期
で
も

　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
時
期
の
農
家
の
暮
ら
し
や
、
そ
の
変
化
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
研
究
は
多
く
は
な
く
、
ま
し

て
や
工
業
化
の
影
響
を
視
野
に
入
れ
て
そ
れ
を
具
体
的
に
論
じ
た
も
の
は
、
鉱
工
業
の
発
達
と
農
家
経
済
と
の
関
わ
り
を
論
じ
た
前
田
の
研
究

　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
別
に
す
れ
ば
、
管
見
の
限
り
見
あ
た
ら
な
い
。
工
業
の
勃
興
に
着
目
し
た
研
究
か
ら
み
れ
ば
、
農
村
や
農
家
は
あ
く
ま
で
も
労
働
力
の
供
給

源
あ
る
い
は
景
気
変
動
時
の
失
業
者
を
吸
収
す
る
緩
衝
剤
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
近
代
日
本
を
論
じ
る
に
あ
た
り
二
つ
の
課
題
、
す
な
わ
ち
第
一
に
「
地
域
」
の
動
向
に
着
目
す
る
こ
と
、
第
二
に
「
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

業
」
を
含
め
た
産
業
全
体
の
変
化
を
解
明
す
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
都
市
化
と
工
業
化
が
著
し
い
、
近
代
愛
知
県
に
お

け
る
農
業
を
め
ぐ
る
変
化
を
、
農
家
の
暮
ら
し
に
踏
み
込
ん
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
農
家
の
暮
ら
し
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と

は
す
な
わ
ち
、
農
業
の
担
い
手
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
的
状
況
に
も
視
野
を
広
げ
る
こ
と
を
含
意
し
て
い
る
。
愛
知
県
は
東
京
府
と
大
阪
府
に

次
い
で
工
場
数
が
多
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
農
業
生
産
額
も
全
国
の
申
で
上
位
に
位
置
し
て
い
た
。
～
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
の
農
家
戸
数
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

全
国
一
位
、
農
産
生
産
額
は
五
位
、
主
要
農
産
物
生
産
量
と
し
て
は
蓮
根
、
胡
瓜
、
南
京
な
ど
が
全
国
一
位
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
愛
知
県
は

全
国
有
数
の
工
業
県
で
あ
る
と
と
も
に
、
農
業
県
で
も
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
同
県
で
は
産
業
地
域
形
成
力
に
お
け
る
工
業
化
が
農
村
・
農

家
へ
及
ぼ
し
た
影
響
が
他
県
に
比
べ
て
大
き
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
大
門
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
〇
、
三
〇
年
代
は
日
本
近
現
代
の
民
衆
像
な
い
し
労
働
者
像
を
考
え
る
重
要
な
転
換
期
で
あ
り
、
「
都
会
熱
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

も
い
え
る
風
潮
が
、
近
世
以
来
の
通
俗
道
徳
的
民
衆
世
界
を
別
様
の
民
衆
世
界
へ
と
変
化
さ
せ
た
。
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
都
市
の
発
達
に

よ
っ
て
農
村
と
の
分
業
が
進
み
、
農
村
か
ら
都
市
へ
人
び
と
が
流
出
し
て
い
く
中
で
、
農
業
と
い
う
生
業
は
社
会
全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
直
さ
れ
、
農
村
と
農
家
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
の
か
を
考
え
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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こ
れ
ま
で
こ
う
し
た
暮
ら
し
の
内
実
や
農
業
の
担
い
手
の
精
神
性
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
分
析
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
、
ま
ず
そ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

知
り
得
る
史
料
が
極
め
て
少
な
い
と
い
う
史
料
的
制
約
に
よ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
筆
者
は
、
近
代
に
「
農
家
」
と
い
う
概
念
が
登
場
し

た
こ
と
の
歴
史
的
意
味
が
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
も
原
因
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
近
世
か
ら
近
代
の
移
行
期
に
お
い
て
農
を
生
業
と
す

る
小
農
経
営
の
主
体
が
「
百
姓
」
か
ら
「
農
民
」
、
「
農
家
」
と
い
う
概
念
へ
と
新
た
に
転
換
し
た
こ
と
の
意
味
は
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー

マ
で
あ
る
「
家
族
」
を
歴
史
的
に
考
え
よ
う
と
す
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。
農
家
と
い
う
主
体
が
近
代
に
登
場
し
、
そ
の
二
幅
が
強
調
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
こ
の
時
期
に
お
け
る
職
業
の
固
定
化
と
い
う
現
象
と
と
も
に
、
家
父
長
制
と
資
本
制
と
の
相
互
依

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

存
関
係
と
も
深
く
関
わ
る
問
題
と
し
て
再
考
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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二
　
研
　
究
　
方
　
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
本
稿
で
は
『
農
家
経
済
調
査
晦
を
史
料
と
し
て
分
析
す
る
こ
と
を
主
な
研
究
方
法
と
す
る
。
愛
知
県
で
は
帝
国
農
会
に
よ
る
一
九
一
三
（
大

正
二
）
年
の
調
査
に
先
立
ち
、
愛
知
県
農
会
に
よ
っ
て
明
治
末
期
か
ら
農
家
経
済
調
査
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
う
ち
、
一
九
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
年
、
一
九
二
三
年
、
一
九
二
六
年
、
一
九
二
八
年
、
一
九
三
〇
年
の
計
五
ヶ
年
分
の
調
査
を
用
い
て
分
析
を
進
め
る
。
農
家
経
済
調
査
に
は
、

調
査
対
象
が
比
較
的
中
規
模
、
上
規
模
農
家
に
限
ら
れ
る
と
い
う
史
料
的
制
約
が
伴
う
が
、
工
業
化
が
著
し
い
地
域
に
お
い
て
農
業
の
中
核
的

担
い
手
に
な
り
得
た
の
は
こ
れ
ら
の
農
家
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
本
稿
で
は
同
調
査
に
着
目
す
る
こ
と
が
む
し
ろ
重
要
で
あ

る
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
同
調
査
は
扶
養
家
族
を
含
め
た
全
構
成
員
数
、
そ
の
う
ち
の
労
働
人
口
と
労
働
分
担
、
経
営
の
状
況
、
兼
業
の
有
無

と
内
容
、
農
業
収
入
、
財
産
収
入
、
兼
業
収
入
な
ど
を
含
む
家
計
収
支
が
詳
述
さ
れ
て
お
り
、
一
農
家
の
生
産
と
消
費
、
つ
ま
り
暮
ら
し
の
全

体
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
て
、
調
査
対
象
農
家
は
複
数
の
郡
か
ら
選
出
さ
れ
、
そ
の
一
部
は
継
続
的
に
調
査
さ
れ
た
た
め
、

県
内
の
地
域
比
較
の
み
な
ら
ず
、
一
農
家
の
経
年
分
析
が
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
農
家
経
済
調
査
の
分
析
か
ら
、
産
業
地
域
形

成
期
に
拡
大
す
る
市
場
経
済
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
農
家
の
対
応
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
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図1　愛知県の聖域と東春日井郡の位置

　
以
下
で
は
、
ま
ず
近
代
愛
知
県
の
産
業
構
造
の
全
体
的
な
変
化
を
把
握
し
、
県
内
の

農
業
お
よ
び
工
業
の
地
域
的
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
変
化
の
中
に
生

き
る
青
年
た
ち
の
動
向
を
、
出
稼
ぎ
関
係
資
料
、
村
の
機
関
誌
に
掲
載
さ
れ
た
青
年
た

ち
の
作
文
な
ど
か
ら
検
討
し
、
農
業
経
営
を
支
え
る
担
い
手
旗
を
明
ら
か
に
す
る
（
第

一
章
）
。
そ
れ
を
よ
り
具
体
的
に
検
討
す
る
た
め
に
、
あ
る
一
軒
の
農
家
の
一
九
二
三

年
か
ら
一
九
三
〇
年
ま
で
の
七
年
間
の
暮
ら
し
を
追
跡
し
、
家
族
の
周
期
的
律
動
に
伴

う
農
家
の
戦
略
を
経
年
分
析
す
る
。
事
例
と
し
て
は
工
業
化
が
著
し
い
名
古
屋
お
よ
び

毛
織
物
業
が
盛
ん
な
中
島
郡
に
近
接
し
、
郡
内
に
瀬
戸
焼
の
産
地
を
擁
し
て
い
な
が
ら
、

愛
知
県
の
中
で
も
農
業
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ
た
東
春
日
井
郡
の
一
農
家
を
取
り
上
げ

る
（
図
1
）
。
そ
の
う
え
で
、
愛
知
県
内
の
地
域
的
多
様
性
を
ふ
ま
え
て
異
な
る
郡
の

比
較
分
析
を
す
る
（
第
二
章
）
。
以
上
を
総
括
し
て
産
業
地
域
形
成
に
果
た
し
た
家
族
の

役
割
を
、
近
代
愛
知
県
の
農
家
が
経
験
し
た
農
業
経
営
や
暮
ら
し
の
変
化
か
ら
考
察
す

る
　
（
終
章
）
。

①
北
澤
満
「
第
六
章
苦
闘
の
二
〇
世
紀
初
頭
～
一
九
二
〇
年
代
－
金
本
位
制
下

　
の
国
際
収
支
天
井
一
」
中
西
聡
編
『
日
本
経
済
の
歴
史
　
列
島
経
済
史
入
門
』
名

　
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
＝
二
年
、
二
〇
三
頁
。

②
工
場
に
関
す
る
統
計
は
、
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
頃
を
起
点
と
す
る
各
府

　
県
統
計
書
が
そ
の
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
全
国
的
な
比
較
が
可
能
に
な
る
の
は
、

　
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
全
国
工
場
統
計
表
』
以
降
で
あ
る
。

　
同
統
計
表
は
そ
の
後
、
『
工
場
統
計
表
』
と
し
て
継
続
的
に
刊
行
さ
れ
、
工
場
数
、

　
職
工
数
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
江
波
戸
昭
『
地
域
構
造
の
史
的
分
析
』
大

　
明
車
、
一
九
九
二
年
、
一
〇
－
一
四
頁
。

③
　
山
根
拓
・
中
西
僚
太
郎
編
著
『
近
代
日
本
の
地
域
形
成
－
歴
史
地
理
学
か
ら
の

　
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
』
海
青
社
、
二
〇
〇
七
年
、
一
五
－
一
九
頁
。
山
根
ら
は
こ
う
し

　
た
再
編
過
程
の
中
に
も
種
々
の
地
域
格
差
が
生
じ
、
「
国
内
」
で
多
様
な
地
域
形

　
成
が
進
展
し
た
こ
と
を
論
じ
る
意
味
を
主
張
し
て
い
る
。

④
明
治
・
大
正
期
の
東
海
三
県
に
お
け
る
人
ロ
動
態
と
都
市
化
を
論
じ
た
鈴
木
允

　
「
明
治
・
大
正
期
の
東
海
三
下
に
お
け
る
市
郡
別
人
口
動
態
と
都
市
化
－
戸
口
調

　
盛
人
ロ
統
計
の
分
析
か
ら
一
」
『
入
文
地
理
』
第
五
六
巻
第
五
号
、
二
〇
〇
四
年
、
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二
ニ
ー
四
二
頁
に
よ
れ
ば
、
愛
知
県
内
に
お
け
る
よ
り
詳
し
い
人
口
増
減
を
知
る

　
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
　
前
掲
注
②
、
一
頁
。

⑥
こ
れ
に
対
し
て
武
田
晴
人
は
「
商
品
経
済
の
浸
透
が
ど
の
よ
う
な
形
で
伝
統
的

　
な
社
会
に
影
響
を
与
え
る
の
か
を
て
い
ね
い
に
観
察
し
、
そ
こ
か
ら
よ
り
～
般
的

　
な
説
明
を
引
き
出
す
手
が
か
り
を
得
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
」
と
述
べ
、
こ
の
時

　
期
の
経
済
を
考
え
る
う
え
で
、
「
地
域
社
会
」
に
着
目
す
る
意
義
を
論
じ
て
い
る
。

　
武
田
晴
人
編
噸
地
域
の
社
会
経
済
史
一
産
業
化
と
地
域
社
会
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

　
一
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
三
年
、
五
頁
。
ま
た
、
阿
部
武
司
ら
に
よ
っ
て
も
「
地
域

　
史
の
可
能
性
」
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
阿
部
武
司
・
三
谷
博
門
は
し
が
き
」
近
代

　
日
本
研
究
会
編
噸
年
報
近
代
日
本
研
究
一
九
　
地
域
史
の
可
能
性
』
山
川
出
版
社
、

　
一
九
九
七
年
、
■
W
頁
。

⑦
経
済
史
研
究
の
中
で
中
村
隆
英
は
明
治
大
正
期
の
経
済
を
論
じ
る
際
に
「
在
来

　
産
業
」
に
着
目
す
る
意
義
を
主
張
し
、
在
来
産
業
は
広
義
に
は
農
林
水
産
業
を
含

　
み
、
狭
義
に
は
農
林
水
産
業
を
除
い
た
近
世
以
来
の
伝
統
的
な
商
品
の
生
産
流
通

　
な
い
し
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
た
ず
さ
わ
る
産
業
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。
し
か

　
し
、
実
際
に
は
前
者
に
つ
い
て
の
研
究
蓄
積
は
少
な
く
、
今
後
の
課
題
と
な
っ
て

　
い
た
。
中
村
隆
英
欄
明
治
大
正
期
の
経
済
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
、

　
一
七
七
頁
。

⑧
大
門
正
克
『
近
代
日
本
と
農
村
社
会
－
農
民
世
界
の
変
容
と
国
家
一
隔
日
本
経

　
済
評
論
社
、
一
九
九
四
年
、
五
二
頁
。

⑨
中
西
は
一
八
八
○
年
代
以
降
の
産
業
化
の
進
展
と
と
も
に
農
村
で
も
経
営
と
生

　
活
の
変
化
が
生
じ
た
こ
と
を
、
関
東
地
方
を
事
例
と
し
て
明
ら
か
に
し
た
。
同
書

　
で
は
、
近
代
日
本
農
業
の
地
域
的
展
開
の
差
異
に
も
触
れ
て
い
る
。
耕
種
養
蚕
地

　
域
で
あ
る
関
東
に
対
し
て
、
本
研
究
で
事
例
と
す
る
愛
知
県
は
耕
種
養
蚕
畜
産
地

　
域
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
中
西
僚
太
郎
『
近
代
日
本
に
お
け
る
農
村
生
活
の

　
構
造
㎞
古
今
輝
輝
、
二
〇
〇
三
年
。

⑩
東
敏
雄
編
著
『
大
正
か
ら
昭
和
初
年
の
農
民
二
品
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
九

　
年
や
、
前
掲
注
⑨
な
ど
は
、
生
活
の
構
造
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
貴
重
な
研
究
で
あ

　
る
。

⑪
前
田
尚
子
「
戦
前
期
農
家
世
帯
の
家
族
構
成
と
就
業
構
造
－
福
岡
県
農
会
『
農

　
家
経
済
調
査
㎞
個
票
デ
ー
タ
の
分
析
（
第
一
報
）
1
」
『
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
短

　
工
大
学
部
紀
要
㎞
第
四
三
巻
、
二
〇
一
一
年
、
三
一
一
五
〇
頁
。
同
研
究
で
は

　
「
八
幡
市
に
接
近
し
て
い
る
関
係
上
疏
菜
の
栽
培
が
盛
ん
」
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
、

　
福
岡
県
農
会
が
実
施
し
た
農
家
経
済
調
査
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

⑫
た
だ
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
と
り
わ
け
高
度
経
済
成
長
期
の
工
業
化
と
周

　
辺
農
村
の
変
化
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
た
と
え
ば
愛
知
県
に
つ
い
て

　
は
、
岡
橋
秀
典
「
工
業
化
地
域
周
辺
山
村
に
お
け
る
農
業
の
変
貌
と
農
民
層
の
動

　
向
－
愛
知
県
三
河
山
間
地
域
の
場
合
…
」
『
人
文
地
理
臨
第
三
〇
巻
第
二
号
、
一

　
九
七
八
年
、
～
一
二
〇
頁
な
ど
が
あ
る
。

⑬
農
工
関
係
の
変
容
つ
い
て
、
筆
者
は
既
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
湯
澤
規
子

　
「
近
代
尾
西
織
物
業
地
域
に
み
る
農
工
関
係
の
変
容
過
程
－
鈴
鎌
工
場
史
料
の
分

　
析
を
通
し
て
一
」
『
農
業
史
研
究
臨
第
四
九
号
、
二
〇
～
五
年
、
四
一
－
五
八
頁
。

⑭
愛
知
県
編
『
統
計
上
ヨ
リ
群
盗
ル
愛
知
県
ノ
地
位
㎞
愛
知
県
、
～
九
二
二
年
。

⑮
前
掲
注
⑧
、
四
頁
。

⑯
豊
原
研
究
会
『
善
治
B
誌
－
山
形
県
庄
内
平
野
に
お
け
る
一
農
民
の
臼
雪
明

　
治
二
六
－
昭
和
九
年
一
幅
東
京
大
学
出
版
会
、
｝
九
七
七
年
な
ど
は
そ
の
貴
重
な

　
史
料
の
一
つ
で
あ
る
。

⑰
上
野
千
鶴
子
噸
家
父
長
制
と
資
本
制
…
マ
ル
ク
ス
主
義
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
地
平

　
1
㎞
岩
波
書
店
、
～
九
九
〇
年
。

⑱
農
家
経
済
調
査
を
用
い
て
近
代
日
本
の
農
家
を
論
じ
た
研
究
に
、
佐
々
木
淳

　
コ
九
二
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
丹
後
縮
緬
農
家
の
経
営
－
伊
達
善
治
郎
家
の
事

　
例
に
即
し
て
一
」
㎎
経
済
学
論
集
㎞
第
五
一
巻
第
四
号
、
二
〇
一
二
年
、
一
〇
五

　
一
＝
一
六
頁
、
同
＝
九
二
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
丹
後
縮
緬
農
家
の
労
働
力
配
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分
－
伊
達
善
治
郎
家
の
事
例
に
即
し
て
一
」
糊
経
済
学
論
集
㎞
第
五
二
巻
第
一
・

　
二
号
、
二
〇
～
三
年
、
二
五
－
五
～
頁
が
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
農
家
経
済
調
査
は

　
京
都
大
学
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
愛
知
県
農
会
の
農
家
経
済
調
査
を
分
析

　
し
た
も
の
に
、
稲
浪
智
士
門
愚
問
期
都
市
近
郊
に
お
け
る
農
業
生
産
力
の
展
開
1

　
「
昭
和
三
年
農
家
経
済
調
査
（
愛
知
県
農
会
と
の
分
析
を
中
心
に
一
」
『
経
済
科

　
学
㎞
第
三
四
巻
第
四
号
、
～
九
八
七
年
、
ニ
ニ
三
i
二
四
二
頁
が
あ
る
。

⑲
本
稿
で
分
析
す
る
愛
知
県
農
会
に
よ
る
農
家
経
済
調
査
は
、
①
～
九
二
　
年
、

　
②
一
九
二
三
年
、
③
一
九
二
六
年
、
④
｝
九
二
八
年
、
⑤
い
九
三
〇
年
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
の
調
査
も
複
数
郡
の
デ
ー
タ
が
含
ま
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
①
名
古

　
屋
市
、
愛
知
郡
、
知
多
郡
、
幡
豆
郡
、
額
田
郡
、
東
加
茂
郡
、
②
名
古
屋
市
、
愛

　
知
郡
、
碧
海
郡
、
東
春
日
井
郡
、
知
多
郡
、
幡
豆
郡
、
額
田
郡
、
東
加
茂
郡
、
③

名
古
屋
市
、
愛
知
郡
、
東
春
日
井
郡
、
知
多
郡
、
幡
豆
郡
、
額
田
郡
、
東
加
茂
郡
、

碧
海
郡
、
賓
飯
郡
、
④
海
部
郡
、
東
春
日
井
郡
、
知
多
郡
、
碧
海
郡
、
額
田
郡
、

賓
飯
郡
、
東
加
茂
郡
、
南
設
楽
郡
、
⑤
海
部
郡
、
東
春
日
井
郡
、
碧
海
郡
、
額
田

郡
、
賓
飯
郡
、
東
加
茂
郡
、
南
設
楽
郡
の
デ
ー
タ
が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
九
＝
二

年
以
降
は
調
査
内
容
が
簡
略
化
さ
れ
る
た
め
、
｝
九
三
〇
年
ま
で
の
分
析
と
し
た
。

な
お
、
調
査
内
容
の
家
族
構
成
、
年
齢
、
所
在
地
な
ど
を
比
較
し
た
結
果
、
名
古

屋
市
、
東
春
日
井
郡
、
知
多
郡
、
東
加
茂
郡
で
経
年
的
な
追
跡
デ
ー
タ
が
得
ら
れ

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
本
稿
で
は
こ
の
う
ち
、
東
春
日
井
郡
を
二
心
と
し
て
、
適

宜
そ
の
他
の
郡
を
参
照
し
つ
つ
分
析
す
る
。
農
家
経
済
調
査
の
分
析
は
い
ず
れ
も

こ
れ
ら
、
愛
知
県
農
会
に
よ
る
農
家
経
済
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

第
【
章
　
近
代
愛
知
県
の
産
業
構
造
の
変
化
一
工
業
化
と
農
村

｝
　
工
業
の
拡
大
と
農
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
一
九
一
二
年
三
月
に
『
愛
知
県
産
業
概
況
（
抄
）
』
は
各
業
種
の
生
産
額
を
示
し
、
県
内
の
産
業
動
向
を
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。
「
自

然
地
理
ノ
有
利
ナ
ル
ヲ
加
へ
輸
送
機
関
ノ
施
設
亦
甚
タ
発
達
セ
ル
カ
故
二
逐
年
戸
数
ノ
増
加
ト
共
二
殖
産
興
業
ノ
途
倍
々
発
展
ノ
傾
向
ヲ
呈
ス

ル
ニ
至
レ
リ
」
。
表
1
に
そ
れ
を
示
せ
ば
、
こ
の
時
期
す
で
に
全
体
に
占
め
る
工
業
生
産
額
の
割
合
が
五
〇
％
を
超
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
別
の
資
料
に
よ
っ
て
さ
ら
に
そ
の
後
の
数
値
を
加
え
る
と
、
愛
知
県
の
産
業
構
造
の
飛
躍
的
な
変
化
は
む
し
ろ
、
一
九
　
○
年
以
降

に
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
第
一
に
生
産
合
計
額
の
急
速
な
増
加
、
第
二
に
農
業
生
産
額
割
合
の
低
下
と
工
業
生
産
額
割
合
の
増

加
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
両
者
の
乖
離
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
～
九
二
八
年
越
は
農
業
生
産
額
は
一
四
％
、
工
業
生
産
額
は
五
〇
％
を
は

る
か
に
超
え
た
八
一
％
に
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
九
一
＝
年
の
愛
知
県
は
、
工
場
数
七
千
四
百
五
十
七
（
う
ち
繊
維
工
場
は
二
千
九
百
八
十
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四
）
、
職
工
数
十
四
万
千
八
百
九
十
七
人
（
男
五
万
三
千
五
百
七
十
六
人
、
女
八
万
八
千
六
百
三
十
七
人
）
を
擁
す
る
日
本
有
数
の
産
業
集
積
地
域
で

あ
っ
た
。
繊
維
産
業
の
割
合
が
高
い
た
め
に
、
職
工
に
占
め
る
女
工
の
割
合
が
高
い
。
工
場
数
で
は
東
京
、
大
阪
に
次
ぐ
規
模
で
あ
る
。
中
京

は
も
ち
ろ
ん
、
阪
神
地
域
へ
も
貨
物
の
鉄
道
輸
送
が
可
能
に
な
っ
て
い
た
こ
の
逃
亡
に
お
い
て
、
愛
知
県
下
の
農
家
は
工
場
労
働
市
場
へ
と
労

働
力
を
送
り
出
す
と
と
も
に
、
都
市
住
民
や
工
場
労
働
者
の
増
大
に
よ
っ
て
拡
大
し
た
薪
た
な
農
産
物
消
費
市
場
を
充
た
す
役
割
を
も
果
た
し

て
い
た
。

　
こ
う
し
た
変
化
は
愛
知
県
の
西
部
に
位
置
す
る
尾
西
織
物
業
地
域
で
は
次
の
よ
う
な
問
題
と
し
て
表
面
化
し
た
（
史
料
1
）
。
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史
料
1

　
当
地
方
に
お
け
る
当
業
者
の
実
業
を
観
察
す
れ
ば
、

本
地
区
は
謂
ゆ
る
尾
西
織
物
の
主
産
地
に
し
て
、
全
戸
数
の
約
五
分
の
一
は
皆
其
の

近代日本の産業地域形成期における農家経済構造の変化（湯澤）

生
産
に
従
ひ
、
一
般
婦
女
子
も
亦
概
ね
賃
機
を
常
業
と
し
、
純
然
た
る
農
業
者
は
総
戸
数
の
二
分
の
一
に
過
ぎ
ず
故
を
以
て
、
自
家
田
津
に

対
し
て
す
ら
多
く
は
之
を
小
作
人
の
手
に
委
す
る
を
慣
例
と
し
、
其
の
之
を
自
作
す
る
者
甚
だ
乏
し
き
状
態
に
在
り
、
且
つ
此
年
機
業
の
発

展
は
勢
ひ
収
益
の
多
き
関
係
上
、
農
業
者
は
自
己
の
主
業
を
棄
て
、
機
業
其
他
に
転
業
す
る
者
稽
踵
ぎ
、
漸
次
其
の
数
を
増
加
し
、
之
を
過

去
一
〇
数
年
来
の
統
計
に
対
す
る
に
、
年
々
農
家
の
減
少
率
は
百
戸
に
付
き
平
均
二
戸
の
割
合
に
当
た
り
、
若
し
此
の
趨
勢
を
以
て
推
移
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
え

ば
、
将
来
益
々
生
産
物
を
減
少
低
下
せ
し
め
、
其
の
耕
地
を
荒
廃
に
起
せ
し
め
、
層
一
層
農
村
の
疲
弊
を
大
な
ら
し
む
る
に
及
び
ぬ
、
故
に

根
本
的
土
地
改
良
の
策
を
確
立
し
、
労
費
を
省
き
最
少
の
労
力
を
以
て
多
大
の
効
果
を
挙
ぐ
る
の
計
に
出
で
、
生
産
の
多
収
穫
と
収
益
の
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

大
を
企
画
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
に
至
れ
り
（
傍
線
は
筆
者
付
記
）

　
中
島
郡
を
中
心
と
す
る
尾
西
織
物
業
地
域
で
は
、
多
く
の
婦
女
子
が
賃
機
に
従
事
す
る
た
め
、
農
業
の
み
に
従
事
し
て
い
る
家
は
全
体
の
半

分
に
過
ぎ
な
い
ば
か
り
か
、
織
物
業
の
収
入
が
多
く
見
込
め
る
と
あ
っ
て
、
農
業
の
中
心
的
担
い
手
の
中
に
も
農
業
を
や
め
て
織
物
業
へ
転
業

す
る
者
が
相
次
い
だ
。
そ
の
た
め
、
耕
作
の
荒
廃
が
進
み
、
農
業
生
産
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
中
島
郡
（
図
－
参
照
）
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
愛
知
県
庁
文
書
雷
辰
事
」
に
は
、
「
農
業
労
働
者
二
関
ス
ル
調
査
（
抄
）
し

に
よ
っ
て
一
九
二
〇
年
の
各
駅
の
状
況
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
表
2
）
。
各
郡
の
う
ち
、
都
市
化
や
工
業
化
の
影
響
に
よ
り
、
農
業
労
働
力
が

著
し
く
減
少
し
た
り
、
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
郡
に
着
目
す
る
と
、
愛
知
郡
で
は
都
市
労
働
者
へ
の
流
出
の
他
に
、
住
宅
地
や
工
場

敷
地
へ
の
転
用
に
よ
り
耕
地
が
縮
小
し
た
こ
と
が
農
業
経
営
を
変
化
さ
せ
、
園
芸
的
農
業
へ
の
推
移
を
促
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

碧
海
郡
や
渥
美
郡
で
は
、
工
業
労
働
に
よ
る
収
入
が
多
い
た
め
に
農
業
を
厭
う
者
が
増
え
た
こ
と
、
都
市
を
羨
望
す
る
心
理
が
み
ら
れ
る
こ
と

な
ど
、
農
業
に
対
す
る
人
び
と
の
認
識
、
価
値
観
の
変
化
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
指
摘
が
目
を
ひ
く
。
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表2　愛知県の農業労働力に関する調査（1920年）

郡 農業労働者数の増減に関する記事

愛知郡

一般的二農業労働者トシテ雇ハルルヨリ寧ロ都市二於ケル工業的方面ノ労働二従

麻Xル傾向ヲ有ス〔中略〕都市付近二於テハ逐年都市ノ膨張二伴ヒ力目フルニ晴局

ﾈ来ノ各種工場ノ建設セラルルモノ多ク為二耕地ハ住宅地工場敷地トシテ潰廃セ

宴券_家ハ漸次耕地面積ヲ縮小セラレルト共二農業経営方法力普通農事ヨリ園芸

I農業二変移セントスルノ現況ニシテ〔後略〕

東春日井郡

各種産業ノ顕著ナル発展二士ヒ農業以外ノ各種労働者ノ需要ノ激増ノ延テ従来農

ﾆ労働二従事セシモノヲ駆ツテ之二季カシメタルニ依ル農業労働者ノ数ノ減少ヲ

竭ｫシ来レリ，然レトモ尚各種類ノ農業労働者ヲ通シ其ノ需要季節二於テハ概シ

e不足ヲ感ジツツアリ

中島郡

商工業ノ極度二発達セル時代二於テハ，殆ントが労働者トシテ雇用セラルルモノ

ｽカリシモ，～度逆転シテ不況二頻スルヤ復農業労働者トシテ雇用セラルルモノ

ｽキニ至ル

碧海郡

各種農業労働者は都市及工場労働二吸収セラレ漸次減少スル傾向アリテ集中著シ

Lモノハ定雇男青年少年及女青年少年ニシテ之等ハ農業労働二従事スルヨリハ工

ﾆ労働二雇ハルル方比較的収入ノ多キニヨリ作男作女トナルヲ厭フ現象アリ

渥美郡

近時商工業界ノ隆盛二伴ヒ農業労働者二於テモ比較的労銀ノ高価ナル地方へ赴ク

Wシ現時ノ趨勢ナリト錐恐ラク其ノ原因ニアリテハ農業経済ノ感念発達ト都市羨

]心理二基クモノノ如シ

資料：愛知県庁文書「農事」1919年，1920年，愛知県史編さん委員会編「愛知県史資料編8　近代5

　愛知り艮，　2000「f昇，377－388頁所判又

農林水産難

　
～
九
二
三
年
に
愛
知
県
農
会
は
農
村
状
態
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
各
市
郡
か
ら
青
年
た
ち
が
村
か

農
柑
の
変
化
と
青
年
た
ち

　
し
か
し
、
再
び
表
1
に
戻
り
注
目
さ
れ
る
の
は
、
割
合
は

減
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
実
数
で
み
れ
ば
、
農
業
生
産
額
自

体
は
増
加
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ

う
に
、
一
九
二
〇
年
の
愛
知
県
の
農
家
戸
数
は
全
国
一
位
、

農
産
生
産
額
は
五
位
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
こ
と
を
ふ

ま
え
る
と
、
愛
知
県
で
は
工
業
生
産
が
急
速
に
拡
大
す
る
最

中
に
あ
っ
て
、
農
業
自
体
も
革
新
が
図
ら
れ
変
化
し
て
き
た

と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
考
慮
す
る

と
、
農
業
に
従
事
し
た
人
び
と
や
、
そ
の
経
営
基
盤
で
あ
っ

た
家
族
も
ま
た
、
工
業
化
や
都
市
化
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら

経
営
内
容
を
検
討
し
、
労
働
力
配
分
を
工
夫
し
、
時
に
都
市

へ
の
羨
望
と
葛
藤
を
抱
き
な
が
ら
農
業
に
従
事
し
て
い
た
こ

と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
こ
の
頃
の
農

村
で
生
じ
て
い
た
変
化
を
、
特
に
青
年
た
ち
の
動
向
に
注
目

し
て
素
描
し
て
み
よ
う
。
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表3　農村青年子女の他出先および職業別戸数（！923年）

他出戸別人数（人） 職業別戸数（戸）

調査地 上級学

Z進学
店員 工場 その他 計 農業 商業 工業 漁業 その他 計

東春日井郡都宙付近 6 6 12 124 2 3 129

丹羽郡平坦部純農村 12 8 2 22 45 3 1 49

知多郡海岸部 5 9 23 3 40 225 26 2 5 258

碧海郡平坦部純農村 3 30 32 65 ユ79 4 9 17 209

幡豆郡海岸部 4 11 15 194 40 10 33 3 280

東加茂郡山間部 9 6 5 20 43 8 4 55

西加茂郡山添部 7 5 6 1 19 108 5 4 3 120

北設楽郡山間部 15 ！2 27 86 6 6 1 99

名古屋市郊外地 16 26 60 102 150 5 1 44 200

岡崎市郊外地 6 10 6 22 39 1 3 2 45

合計 44 115 173 12 344 ll93 97 38 33 83 1444

資料：愛知県農会編濃村状態調査　大正12年度』1924年，愛知県農会，2頁，24－27頁

ら
他
出
し
て
い
く
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
表
3
）
。
合
計
数
を
瞥

見
す
る
と
、
同
年
に
上
級
学
校
へ
進
学
し
た
者
は
四
十
四
人
、
店
員
に
な

っ
た
者
は
百
十
五
人
、
工
場
へ
働
き
に
出
た
者
は
百
七
十
三
人
、
そ
の
他

が
十
二
人
で
あ
っ
た
。
次
に
地
域
別
に
み
る
と
、
名
古
屋
市
郊
外
、
知
多

郡
か
ら
は
工
場
へ
働
き
に
出
る
も
の
が
多
く
、
と
り
わ
け
名
古
屋
市
か
ら

は
六
十
人
と
際
立
っ
て
多
い
。
碧
海
郡
か
ら
は
店
員
や
工
場
へ
働
き
に
出

る
者
が
そ
れ
ぞ
れ
三
十
人
ほ
ど
い
た
。
～
方
、
東
春
日
井
郡
、
東
加
茂
郡

か
ら
は
金
数
で
も
十
二
人
、
二
十
人
と
少
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
を
各
地

域
の
職
業
別
戸
数
と
合
わ
せ
て
見
る
と
、
二
戸
か
ら
一
人
の
他
出
と
単
純

に
計
算
し
て
も
、
全
体
で
は
二
四
％
、
名
古
屋
市
郊
外
で
は
五
〇
％
、
実

数
は
少
な
く
と
も
東
春
日
井
郡
で
は
九
％
、
東
加
茂
郡
で
は
三
六
％
の
家

か
ら
青
年
が
他
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
決
し
て
少
な
い
割
合

と
は
い
え
な
い
。

　
同
調
査
か
ら
教
育
程
度
と
流
出
先
と
の
関
係
を
一
九
一
八
年
度
と
一
九

二
三
年
度
の
違
い
に
着
目
し
て
論
じ
て
い
る
大
門
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期

の
農
村
に
は
「
都
会
熱
」
だ
け
で
な
く
、
「
教
育
熱
」
の
高
ま
り
も
生
じ

て
い
た
。
男
子
が
働
き
に
出
る
場
合
、
一
九
一
八
年
度
の
店
員
や
工
員
で

は
尋
常
小
学
校
卒
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
二
三
年
度
に
な
る
と
店
員
で

は
高
等
小
学
校
卒
が
主
流
に
な
り
、
工
員
で
も
高
等
小
学
校
卒
が
増
え
た
。
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表4　最近10年間における農村婦女子の嫁ぎ先（1923年調査）

単位：入

地虫の娘 自作の娘 小作の娘

田舎へ嫁入り 田舎へ嫁入り 田舎へ嫁入り

在郷
都会へ

]柱

都会へ

ﾅ入り 在郷
都会へ

]住

都会へ

ﾅ入り 在郷
都会へ

]住

都会へ

ﾅ入り

東春日井郡都市付近 3 1 2 2

丹羽郡平坦部純農村 2 4 3 1

知多郡海岸部 22 1 5 17 2 3

碧海郡平坦部純農村 6 8 25 16 14 21

幡豆郡海岸部 3 8

東加茂郡山間部 1 7 5 5 20 2 3

西力目茂郡山添部 3 1 12 2 3 14 2 6

北設楽郡山間部 4 8 1 8 1

名古屋市郊外地 3 37 2 45 40 30

岡崎市郊外地 3 1 2 2

合計 14 3 21 ll4 13 81 121 6 69

資料：愛知県麗会編『農村1【犬態調査　大正12年度』1924年，愛知県農会，33頁

女
工
の
場
合
に
は
一
八
年
度
に
は
尋
常
小
学
校
中
退
か
卒
業
が
多

か
っ
た
が
、
二
一
二
年
度
に
な
る
と
尋
常
小
学
校
卒
の
割
合
が
増
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
③

高
等
小
学
校
卒
も
増
え
た
。
こ
の
調
査
が
示
す
の
は
、
恐
慌
期
を

は
さ
む
五
年
間
に
お
け
る
、
他
所
へ
流
出
す
る
農
村
の
男
女
青
年

た
ち
の
増
加
と
、
彼
ら
の
教
育
程
度
の
上
昇
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
女
性
た
ち
の
嫁
ぎ
先
の
詳
細
も
窺
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
表
4
を
み
る
と
、
地
主
の
娘
は
都
会
に
、
自
作
と

小
作
の
娘
は
在
郷
に
嫁
入
り
す
る
割
合
が
高
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
都
会
へ
転
住
」
も
含
め
た
全
体
に
占
め
る
都
会
へ
の
移
住
は
、

地
主
の
娘
で
六
六
％
、
自
作
で
四
五
％
、
小
作
で
三
八
％
と
い
ず

れ
も
比
較
的
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。
総
じ
て
い
え
ば
、
こ
の

時
期
、
進
学
、
就
職
、
結
婚
を
機
に
都
会
、
工
場
地
帯
へ
と
他
出

し
て
い
く
青
年
た
ち
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中

で
、
青
年
た
ち
は
「
農
」
を
中
心
と
す
る
従
来
の
生
き
方
と
商
工

業
化
の
流
れ
の
な
か
で
揺
れ
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
を
選
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

取
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
中
島
郡
朝
日
村
が
刊
行
し
て
い
た
『
朝
日
村
報
臨
に
掲
載
さ
れ

た
青
年
た
ち
の
寄
稿
文
か
ら
そ
の
胸
の
う
ち
を
想
像
し
て
み
た
い
。

一
九
一
九
年
の
村
報
に
寄
稿
さ
れ
た
次
の
文
に
は
、
都
会
熱
の
高
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ま
り
の
中
で
生
じ
る
農
村
青
年
の
葛
藤
と
、
自
尊
心
の
微
妙
な
揺
れ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
（
史
料
2
）
。

近代日本の産業地域形成期における農家経済構造の変化（湯澤）

史
料
2

　
　
　
　
　
⑥

　
鍬
を
握
っ
て

貧
乏
貧
乏
、
そ
う
だ
、
俺
は
貧
乏
人
の
子
だ
。
土
百
姓
だ
。
つ
づ
れ
を
来
て
麦
大
根
を
鍬
で
耕
す
身
だ
。

今
朝
も
鉢
巻
き
で
田
刈
り
を
し
て
み
た
ら
、
通
行
人
が
「
田
吾
作
、
田
刈
か
や
ア
」
と
笑
や
が
っ
た
。
生
意
気
に
眼
鏡
な
ど
掛
け
て
…
。
そ

れ
が
ど
れ
程
立
派
だ
、
俺
の
破
れ
股
引
に
鉢
巻
を
冷
笑
す
る
手
前
等
の
方
が
余
程
馬
鹿
気
た
ざ
ま
ち
や
な
い
か
。
誰
が
見
て
も
俺
の
方
を
好

く
そ
。
粗
衣
に
は
貰
い
衿
り
が
あ
る
ぞ
。

斯
う
思
ふ
と
何
だ
か
嬉
し
く
て
た
ま
ら
な
く
な
っ
た
。
霜
曇
が
痒
い
程
は
つ
ん
で
来
た
。
う
ん
と
働
か
う
。
そ
う
だ
そ
う
だ
。

　
青
年
は
朝
か
ら
田
刈
り
を
し
て
い
る
。
通
り
が
か
り
に
彼
を
蔑
む
眼
鏡
を
か
け
た
通
行
人
の
言
葉
は
、
都
会
熱
に
浮
か
さ
れ
た
社
会
の
象
徴

と
も
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
前
半
で
は
貧
乏
だ
、
土
百
姓
だ
と
大
声
で
本
番
し
な
が
ら
、
冷
笑
さ
れ
た
こ
と
に
負
け
る
ま
い
と
、
自
尊
心
を

奮
い
立
た
せ
て
い
る
彼
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
後
半
「
う
ん
と
働
か
う
。
そ
う
だ
そ
う
だ
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
よ
う

に
繰
り
返
す
言
葉
か
ら
は
、
か
ろ
う
じ
て
明
る
く
自
分
を
鼓
舞
す
る
こ
と
で
し
か
、
農
業
を
続
け
る
気
持
ち
を
保
て
な
い
と
い
う
、
農
村
青
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

た
ち
が
置
か
れ
た
厳
し
い
現
状
が
垣
間
見
え
る
。
愛
知
県
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
日
本
社
会
に
お
い
て
、
工
業
生
産
額
の
増
大
に
牽
引
さ
れ
た

産
業
構
造
全
体
の
変
化
は
、
農
業
と
工
業
の
社
会
的
分
業
を
引
き
起
こ
し
、
農
村
か
ら
労
働
力
が
流
出
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
に

あ
っ
て
、
農
村
に
残
っ
た
人
び
と
は
、
農
民
、
農
家
と
名
付
け
直
さ
れ
、
農
工
問
の
格
差
に
甘
ん
じ
な
が
ら
も
、
増
大
す
る
食
料
需
要
の
生
産

を
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
二
〇
年
代
の
愛
知
県
で
は
小
作
争
議
が
頻
発
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
愛
知
県
警
察
署
資
料
に
よ
れ
ば
、
～
九
一
九
年
に
は
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⑦

十
件
、
翌
年
に
は
十
七
件
だ
っ
た
争
議
は
、
翌
々
年
に
は
二
百
七
十
件
と
激
増
し
、
一
九
二
二
年
に
は
百
十
五
件
へ
と
推
移
し
た
。
愛
知
県
の

中
で
も
と
り
わ
け
商
工
業
の
拡
大
が
急
速
に
進
ん
だ
尾
張
地
域
は
、
小
作
争
議
が
頻
発
し
た
地
域
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
都
市
と
工
業
の
発
達

に
よ
る
労
働
力
需
要
の
増
大
と
労
賃
の
高
騰
、
米
価
の
下
落
と
凶
作
が
重
な
っ
て
生
じ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
工
業
化
と
都
市
化
が
著
し
い
愛
知

県
内
で
は
、
小
作
料
が
高
騰
す
る
一
方
で
物
価
や
賃
金
が
上
昇
し
た
た
め
に
、
農
業
の
損
い
手
に
と
っ
て
は
農
業
経
営
を
含
め
た
暮
ら
し
向
き

全
体
が
厳
し
く
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
都
市
労
働
者
と
な
っ
て
い
く
人
び
と
と
の
精
神
的
乖
離
に
よ
っ
て
社
会
的
な
孤
立
感
を
深
め
て
い
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

こ
と
に
も
争
議
頻
発
の
要
因
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
農
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
選
び
取
っ
て
い
っ
た
、
あ
る
い
は
選
び
取
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
青
年
た
ち
は
、
農
業

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
の
文
章
か
ら
そ
れ
を
読
み
取
っ
て
み
た
い
（
史
料
3
）
。
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史
料
3

　
　
　
　
　
　
⑨

　
我
が
村
の
農
事

　
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
明
治
三
十
二
三
年
頃
は
、
田
七
反
歩
畑
鼠
反
歩
位
あ
れ
ば
、
家
族
七
八
人
あ
っ
て
も
裕
に
生
計
を
立
て
て
行
か
れ

年
々
少
々
は
貯
蓄
も
出
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
こ
れ
だ
け
の
自
作
で
は
借
金
す
る
ま
で
は
な
い
が
、
幾
何
残
す
と
云
ふ
所
は
む
つ

か
し
か
ら
う
と
思
ふ
。
今
日
で
は
先
づ
衣
類
薪
炭
肥
料
の
騰
貴
は
甚
だ
し
い
で
す
、
之
に
地
租
所
得
税
や
ら
府
県
税
や
ら
村
税
組
合
費
な
ど
、

だ
ん
だ
ん
増
す
一
方
で
す
か
ら
、
可
な
り
の
田
畑
を
有
す
る
家
が
や
っ
と
生
活
し
て
行
け
る
と
云
ふ
ば
か
り
で
、
殆
ん
ど
余
裕
が
な
い
様
な

わ
け
で
農
業
ほ
ど
つ
ま
ら
ぬ
業
務
は
な
い
と
云
ふ
結
論
に
な
り
は
し
な
い
か
と
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。
果
し
て
農
業
は
こ
ん
な
悲
惨
な
る
仕
事
で

せ
う
か
。
否
々
農
業
は
貴
い
業
務
で
す
、
利
益
の
確
か
な
る
業
務
で
す
、
農
家
の
経
済
を
裕
か
に
す
る
方
法
は
い
く
ら
で
も
あ
る
の
で
す
。

農
家
諸
君
の
研
究
は
未
だ
足
ら
な
い
の
で
す
、
注
意
し
て
見
れ
ば
収
入
増
加
の
道
は
目
前
に
横
は
つ
て
居
り
ま
す
（
後
略
）
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田
畑
合
わ
せ
て
一
町
歩
を
自
作
し
て
い
て
も
、
一
九
一
七
年
に
は
暮
ら
し
向
き
が
厳
し
く
な
っ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
そ
れ
は
衣
類
、
薪

炭
、
肥
料
な
ど
を
購
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
そ
れ
ら
の
物
価
が
高
騰
し
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
た
。
注
意
深
く
読
め
ば
、
以

前
は
自
給
し
て
い
た
も
の
を
、
市
場
経
済
を
介
し
て
入
手
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
根
本
的
な
暮
ら
し
の
変
化
が
垣
問
見
え
る
。
行
政
の
変

化
や
、
生
産
組
織
の
設
立
は
、
農
家
に
と
っ
て
税
や
組
合
費
な
ど
の
負
担
も
同
時
に
増
加
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
農
業
や
農
村

生
活
に
関
わ
る
経
費
が
増
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
は
十
分
暮
ら
し
て
い
け
た
は
ず
の
農
業
規
模
で
は
暮
ら
し
が
成
り
立
た
な
く
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
農
業
を
担
っ
て
行
こ
う
と
す
る
青
年
に
と
っ
て
、
非
常
に
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
こ
う
し
た
状
況
が
、
と
も
す
る
と
産
業
全
体
に
お
い
て
農
業
の
位
置
づ
け
が
軽
ん
じ
ら
れ
る
要
因
に
な
る
こ
と
を
懸
念
し
な
が
ら
も
、
寄
稿

者
は
最
後
に
、
研
究
と
努
力
次
第
で
収
入
の
増
加
が
見
込
め
る
と
主
張
す
る
。
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
の
や
り
方
で
は
暮

ら
し
む
き
が
～
向
に
良
く
な
ら
な
い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
青
年
た
ち
は
、
農
業
経
営
の
転
換
を
模
索
し
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
実
践
に
踏
み
切

る
ま
で
に
は
先
代
と
の
意
見
の
相
違
や
葛
藤
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
大
消
費
地
で
あ
る
名
古
屋
へ
向
け
た
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
の

疏
菜
栽
培
が
農
業
経
営
の
中
心
と
な
っ
て
い
く
海
部
郡
の
農
家
の
経
営
主
で
あ
る
青
年
の
決
意
と
行
動
は
、
「
一
意
専
心
斯
業
ノ
改
良
発
達
二

努
力
シ
、
特
二
販
路
ノ
開
拓
二
意
ヲ
用
ヒ
、
付
近
二
関
西
線
八
田
駅
ノ
新
設
サ
ル
・
ヤ
、
交
通
運
輸
ノ
便
書
二
開
ク
ル
論
及
ビ
、
極
力
阪
神
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

面
二
販
路
ヲ
求
メ
、
共
同
出
荷
ノ
実
ヲ
挙
ゲ
ン
事
二
努
メ
着
々
ソ
ノ
効
ヲ
奏
シ
ツ
・
ア
リ
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
に
農
業
の
合
理

化
を
目
指
す
新
し
い
技
術
が
導
入
さ
れ
、
農
業
改
良
事
業
や
耕
地
整
理
事
業
な
ど
が
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
条
件
と
し
て
、
こ
う
し
た
農
村
青
年

た
ち
の
明
暗
両
方
を
含
む
精
神
的
基
盤
が
あ
っ
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

①
愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史
資
料
編
二
九
近
代
六
工
業
二

　
愛
知
県
、
二
〇
〇
四
年
、
三
五
頁
所
収
。

②
蘇
東
耕
地
整
理
組
合
隅
蘇
東
耕
地
整
理
組
合
誌
㎞
蘇
東
耕
地
整
理
組
合
、
一
九

　
三
〇
年
、
五
八
－
五
九
頁
。

③
　
前
掲
序
章
注
⑧
、
七
三
一
七
四
頁
。

④
岡
田
洋
司
コ
九
三
〇
年
代
の
農
村
青
年
i
愛
知
県
下
の
｝
地
域
青
年
団
噸
会

　
報
』
を
手
が
か
り
と
し
て
一
」
魍
地
方
史
研
究
蝋
第
三
八
号
第
二
巻
、
一
九
八
八

　
年
、
六
六
頁
。

⑤
『
朝
日
村
報
嚇
四
九
号
、
一
九
一
九
年
～
月
～
B
発
行
。
一
宮
市
立
尾
西
歴
史

　
民
俗
博
物
館
蔵
。
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⑥
こ
の
時
期
の
農
村
青
年
の
葛
藤
を
青
年
自
身
が
描
い
た
も
の
に
渋
谷
定
輔
の
詩

　
「
新
し
き
生
活
者
」
や
門
沈
黙
の
憤
怒
偏
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
に
も
「
都

　
会
人
の
い
か
な
る
罵
倒
も
潮
笑
も
」
、
「
お
れ
は
純
粋
の
土
百
姓
小
作
人
」
な
ど
の

　
言
葉
が
詠
わ
れ
て
い
る
。
渋
谷
定
輔
『
野
良
に
叫
ぶ
匝
平
凡
社
、
一
九
二
六
年
。

　
な
お
、
渋
谷
定
輔
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
に
詳
し
い
。
安
田
常
雄
噸
出
会
い
の
思

　
想
史
一
渋
谷
定
輔
論
門
農
民
哀
史
」
の
世
界
一
睡
勤
草
書
房
、
一
九
八
一
年
。

⑦
愛
知
県
農
会
『
農
村
政
策
事
例
其
三
（
農
業
問
題
号
）
臨
愛
知
県
農
会
、
一

　
九
二
四
年
。

⑧
大
正
～
三
年
に
愛
知
県
下
の
農
業
を
視
察
し
た
鶴
見
も
、
尾
張
地
域
の
小
作
争

　
議
の
根
本
原
函
は
農
家
経
済
の
不
利
と
都
会
生
活
へ
の
羨
望
に
も
一
因
が
あ
る
と

　
述
べ
て
い
る
。
鶴
見
佐
吉
雄
『
愛
知
県
下
の
模
範
的
農
業
経
営
輪
馬
込
村
、
一
九

　
～
六
年
。

⑨
『
朝
日
村
報
』
二
九
号
、
一
九
一
七
年
五
月
一
日
発
行
。

⑩
愛
知
県
農
会
『
農
家
経
済
調
査
』
愛
知
県
農
会
、
一
九
二
八
年
、
三
二
頁
。
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第
二
章
　
産
業
地
域
形
成
期
に
お
け
る
農
家
経
済
構
造
　
　
東
春
日
井
郡
A
家
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー

一
九
二
三
年
の
農
業
経
営
と
暮
ら
し
　
　
稲
作
と
養
蚕
と
養
鶏
一

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
農
業
を
継
続
し
た
個
々
の
農
家
は
都
市
化
と
工
業
化
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
対
応
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本

章
で
は
、
東
春
日
井
郡
の
A
家
を
事
例
と
し
て
、
『
農
家
経
済
調
査
』
を
も
と
に
A
家
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
描
き
、
そ
こ
か
ら
農
業
経
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
内
実
、
農
業
経
営
と
暮
ら
し
の
推
移
、
愛
知
県
の
工
業
化
と
都
市
化
の
影
響
を
読
み
取
っ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
東
春
日
井
郡
は
名
古
屋
市
を
中
心
と
し
た
都
市
域
に
隣
接
す
る
農
業
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ
た
。
東
春
日
井
郡
と
知
多
郡
は
非
農
家
の
割
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

が
四
〇
％
弱
で
あ
り
な
が
ら
、
農
家
の
中
で
も
融
業
農
家
の
捌
合
が
高
い
。
特
に
東
春
日
井
郡
は
五
〇
％
と
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。
東
春

日
井
農
会
は
大
正
期
に
農
業
改
良
を
目
指
し
て
独
自
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
米
麦
の
品
種
改
良
で
あ
っ
た
。
こ
の
時

期
に
郡
農
会
で
直
営
の
採
取
圃
を
設
け
、
四
反
歩
の
原
種
圃
か
ら
得
た
種
子
を
四
〇
町
歩
あ
る
農
会
直
営
の
採
取
圃
に
分
け
、
農
家
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

種
子
を
採
取
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、
独
自
の
農
家
経
済
調
査
の
実
施
で
あ
っ
た
。
一
九
一
七
年
に
刊
行
し
た
『
農
家
経

　
　
　
④

済
之
研
究
』
の
冒
頭
に
は
「
近
年
吾
人
ノ
生
産
ス
ル
農
産
物
モ
、
吾
人
ノ
受
容
ス
ル
生
産
用
品
モ
、
暴
騰
暴
落
定
マ
リ
ナ
イ
、
吾
人
ハ
常
二
迷

ヒ
ツ
・
、
後
ヲ
追
ツ
テ
失
敗
ス
ル
コ
ト
モ
少
ク
ナ
イ
、
五
口
人
目
確
実
ナ
経
営
法
ヲ
立
テ
・
、
迷
ハ
ヌ
様
ニ
シ
タ
イ
」
と
あ
り
、
都
市
化
の
一
方
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で
進
む
農
村
疲
弊
に
い
ち
早
く
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
こ
と
や
、
「
農
業
ノ
特
徴
ヲ
発
揮
シ
テ
意
義
ア
ル
生
活
が
営
ミ
タ
イ
」
と
い
う
、
農
業

の
担
い
手
た
ち
の
切
実
な
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
こ
の
東
春
日
井
郡
の
特
徴
を
表
す
農
家
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
A
家
で
あ
っ
た
。
ま
ず
A
家
の
経
済
状
況
を
概
観
し
よ
う
（
表
5
）
。
一
九

二
三
（
大
正
ご
…
）
年
の
A
家
は
、
稲
作
を
主
と
し
、
養
蚕
と
養
鶏
を
加
え
た
農
業
を
営
ん
で
い
た
。
さ
ら
に
、
戸
主
は
畳
織
り
、
妻
は
機
織

り
を
兼
業
し
て
い
た
。
複
合
経
営
の
た
め
、
収
入
は
比
較
的
安
定
し
、
と
り
わ
け
養
鶏
の
収
益
が
大
き
か
っ
た
。
農
業
収
入
の
う
ち
、
鶏
卵
と

鶏
が
二
四
％
（
五
二
三
・
三
三
円
）
を
占
め
て
い
る
。
養
蚕
は
春
秋
と
も
成
績
良
好
か
つ
繭
価
が
高
く
、
収
益
が
上
が
っ
た
。

　
同
年
、
こ
の
地
域
で
は
稲
作
が
平
均
し
て
反
あ
た
り
四
斗
減
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
A
家
で
は
二
網
羅
に
と
ど
ま
り
、
養
蚕
は
春
秋
と
も

に
良
好
で
、
総
価
も
高
か
っ
た
た
め
に
予
想
以
上
の
収
益
を
得
た
。
疏
菜
と
養
鶏
は
例
年
通
り
の
収
益
で
あ
っ
た
。
農
業
粗
収
入
は
一
二
八

八
二
一
五
円
、
そ
の
う
ち
経
営
費
が
一
〇
八
○
・
七
〇
五
円
で
あ
っ
た
の
で
、
差
引
収
益
は
＝
〇
七
・
五
四
五
円
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ

れ
は
前
年
比
で
は
一
四
四
・
八
七
円
の
減
少
で
あ
っ
た
。
家
計
費
は
一
…
四
八
・
六
二
五
円
を
支
出
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
農
業
収
益
の

み
で
は
四
一
・
○
八
円
の
不
足
と
な
る
が
、
兼
業
収
入
、
家
事
収
入
に
よ
っ
て
そ
れ
を
補
い
、
総
計
二
六
七
・
二
九
円
の
残
額
を
得
て
い
る
。

　
A
家
の
主
な
労
働
力
は
戸
主
（
三
二
歳
）
、
妻
（
二
七
歳
）
、
父
（
六
二
歳
）
、
母
（
五
三
歳
）
で
あ
る
。
戸
主
の
労
働
力
を
一
と
し
て
、
妻
が

○
・
九
、
父
が
一
、
母
が
○
・
八
五
、
合
計
三
・
七
五
人
分
と
な
る
。
扶
養
さ
れ
て
い
る
そ
の
ほ
か
の
構
成
員
と
し
て
は
、
戸
主
夫
婦
の
長
女

（
七
歳
）
、
次
女
（
五
歳
）
、
長
男
（
一
歳
）
が
い
る
。
農
業
用
の
土
地
と
し
て
、
田
一
町
九
畝
（
う
ち
六
反
は
借
入
）
、
畑
一
反
、
樹
園
地
一
反
二

言
（
借
入
）
、
山
林
二
畝
、
合
計
一
町
四
反
一
嘗
を
耕
し
て
い
る
。
兼
業
労
働
日
数
を
参
照
す
る
と
、
兼
業
日
数
が
最
も
多
い
の
は
九
月
と
一

〇
月
で
あ
り
、
二
人
合
わ
せ
て
三
五
日
、
二
四
・
四
日
従
事
し
て
い
る
。
逆
に
農
業
労
働
日
数
は
九
月
、
一
〇
月
が
少
な
い
。
戸
主
は
一
〇
月

に
な
る
と
専
ら
欝
欝
に
従
事
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
収
入
は
い
ず
れ
も
現
金
で
、
畳
織
賃
は
＝
○
・
七
円
、
機
織
賃
は
一
八
・
一
円
、

合
計
一
二
八
・
八
円
と
な
り
、
農
業
収
入
の
不
足
を
補
う
に
は
十
分
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
掟
米
料
が
一
八
・
五
七
円
、
債
券
、
講
、
銀

行
預
金
の
配
当
金
と
利
子
が
三
六
・
九
四
円
、
農
家
経
済
調
査
手
当
、
当
役
人
夫
賃
な
ど
の
家
事
収
入
が
一
四
六
・
〇
七
円
、
人
糞
尿
千
三
十
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表5　東春日井郡A家の家計収支の推移

　　　　　　　　単位：家族は人，農業資本は反，金額は左が円，右が％

年 1923 1926 1928 1930

家族構成員数 7 7 8 8
家族状況

労働力数 3．8 3．8 2．7 2．7

田 10．9 U，2 10．9 11．6

畑 1．0 1．0 0．9 0．9
農業資本

樹園地 1．2 1．5 0．9 0．9

うち借地 7．2 7．8 6．4 6．4

経営耕地 20．2 23．3 19．1 19．8

種苗代 212，150；　20 荏30．8171　23 226．730｝　15 74．6901　7
月巴里代 212．020・　20 377．6601　20 235、6901　16 195．8901　18
飼料代 189．9701　18 442．3531　24 51L6701　34 367．2901　34農業

o費 小作料 195，4401　18 396．2381　21 177、7GO　1　12 137、8001　13
その他 　　　　」Q71．1251　25 　　　　｝Q03，643・　11 　　　　幽R60．8101　24 　　　　幽R10．2601　29

計 1080．70511GO 1850．7111100 1512．6001100 1085．930：100
田作 1174，7901　54 1654．0691　48

農
業
収
支

畑作 214．6501　10 378．1401　1三
1413、080i　58 1224．540i　58

215．9401　10 209．7001　6 84．8201　3 133．100；　6
密蔑 523．330124 79L6601　23 861．440：　35 628．060；30

農業

e収 山林 1，100：　0 17．4301　1 0．GOO：　0 0．GOO　1　0

加工 1，3501　0 8，2501　0 55．650；　2 116．5401　5
その他 57．090・　3 405．2461　12 34．9401　1 17．5801　1
合計 2188．2501100 3464，495：100 2449．9301100 2119．8201100

農業収入 1，107，545；　76 1，613．784：　82 937．3301　77 1、033，8901　84

財産収入 55，510・　4 103．330・　5 54．5101　4 49．710・　4
兼業収入 128，8001　9 57．600：　3 0．OGO　1　0 0．0001　0

報酬及手当 57．0001　4 75．9601　4 50．9201　4 69．荏701　6
三役賃金 13．4301　1 28．73び　　1 12．9201　1 7．6001　1家ミ拝

茁 被贈与 63．1001　4 33．5001　2 62．610；　5 41．300：　3
収入 その他 12．5401　1 19．3701　1 80．7801　7 8，1601　1

人糞尿 39．3GO　1　2 6．750：　1 4．030；　0

草木灰

　　　i20．7001　1　　　：

： 1　0 8．4001　1

家事

寰Y
ｨ収 米糠 画 6．690・　0 2，0501　0

不用品 ： ： ｝ 4，8401　0
小鳥減価額 ： 1　0 一〇，9001　0 1　0
a収入合計 1，458．6251100 1，978．2641100 　　　　　乙k215，370・1∞ 1，233．4001100

住居費 22．190；　2 32．7201　3 32，5101　3 13．1001　2
飲食費 498．8201　43 538．046147 40L950141 367．520149
被服費 95．050；　8 147，570i　13 109．4101　11 100．5501　13

家
計
収
支

光熱費 64．2101　6 67．600：　6 64，8101　7 53．6901　7
什器費 36．630｝　3 21．8荏0・　2 17，4301　2 13，350・　2
修養費 20．3201　2 12．570：　1 11．3401　1 11．0701　1
教育費 0，4101　0 5，640；　0 10，1001　1 17，840：　2
交際費 118．6701　10 13L8601　12 93．730・　9 59．650・　8
公租公課 16．1651　1 10，3921　1 17．3101　2 19．170；　3

支出
寄付諸係 112．5001　10 10．0801　1 68．940；　7 24．2101　3
嗜好費 26．0001　2 26，8601　2 24．730：　3 33．6001　4
慰安費 19．7501　2 33．4301　3 67．510；　7 23．1501　3
衛生費 50．590：　4 45．5101　4 30．5201　3 lL5301　2

冠婚葬祭費 11．450：　1 0．0001　0 36．3201　4 0．2401　0
その他 55．870：　5 59，2701　5 2．4201　0 6．6301　1

言i’

1148．625・100 1143．3881100 989．0301100 755．3001100
b支出合計 U91．341 1，169．1881 989．0301 755．3001

成入1人1日家計費 0．71 0，718 O，732 0，505

差引残高（a－b） 267．29 809，076 226．3婆0 478，100

注1）1923年の支出には尾西銀行預金損失42，71円を含む。1926年の支出には町内預金損失金25．8円を含む。

　2＞農業粗収入のその他は，現物減価額，動物減価額，植物減価額などを差引いた額。

　3＞土地面積は歩を10進法に換算して表記した。

資料：愛知県農会編『農家経済調爆各年
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近代日本の産業地域形成期における農家経済構造の変化（湯澤）

五
貫
を
売
却
し
た
こ
と
に
よ
る
家
事
副
産
物
収
入
が
二
〇
・
七
円
あ
っ
た
。

　
次
に
農
業
経
営
費
の
内
容
を
み
て
み
よ
う
。
総
経
営
費
一
〇
八
○
・
七
〇
五
円
の
う
ち
、
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
た
の
は
種
苗
費
（
二
〇

％
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
内
訳
は
、
蚕
種
六
円
、
若
鳥
一
八
四
・
二
五
円
、
籾
種
六
円
、
玄
米
七
・
二
円
な
ど
で
あ
っ
た
。
次
に
多
い
の
は
肥
料

費
（
二
〇
％
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
現
金
で
購
入
し
た
者
は
真
粉
五
八
・
四
八
円
、
大
豆
一
七
・
七
円
、
そ
の
他
五
四
・
四
四
円
で
あ
る
。

現
物
で
入
手
し
た
も
の
は
現
金
換
算
し
て
八
丁
四
円
分
で
、
内
訳
は
鶏
糞
五
百
十
貫
、
人
糞
尿
八
百
二
十
八
貫
、
馬
糞
二
千
八
百
十
貫
で
あ

っ
た
。
飼
料
費
（
一
八
％
）
は
鶏
飼
料
が
一
五
二
・
四
六
円
、
二
葉
代
が
一
五
・
五
～
円
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
家
計
費
の
支
出
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
飲
食
費
が
四
九
八
・
八
二
円
（
四
三
％
）
と
最
も
多
い
が
、
そ
の
う
ち
自
家

産
物
が
三
八
九
・
六
四
円
、
貰
物
現
物
が
～
五
・
六
五
円
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
現
金
で
購
入
し
た
飲
食
物
は
わ
ず
か
九
三
・
五
三
円

と
な
る
。
次
に
多
い
の
は
被
服
費
（
～
三
％
）
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
一
・
五
円
は
自
家
産
物
で
あ
る
。
春
蚕
の
一
部
が
「
家
事
仕
向
け
用
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
妻
は
現
金
収
入
の
た
め
の
機
織
り
の
他
に
、
家
族
の
衣
類
も
織
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
生
活
費
と
し
て
支
出

さ
れ
た
一
～
四
八
・
六
二
五
円
の
う
ち
、
現
金
支
払
い
は
五
六
％
、
現
物
支
払
は
四
三
％
、
残
り
一
％
は
家
屋
減
価
額
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
は
、
こ
の
年
に
A
家
で
は
古
い
自
転
車
を
～
○
円
で
売
却
し
、
新
し
い
自
転
車
を
五
二
・
一
五
円
で
購

入
し
て
い
る
。
自
転
車
は
特
別
支
出
の
什
器
費
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
自
転
車
は
単
な
る
乗
り
物
で
は
な
く
、
農
村
の
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

世
界
を
拡
大
す
る
近
代
の
ひ
と
つ
の
象
徴
で
あ
り
、
媒
体
で
も
あ
っ
た
。

二
　
経
営
の
推
移
　
　
百
姓
か
ら
農
家
ヘ
ー

　
A
家
の
経
営
と
暮
ら
し
は
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
二
六
年
、
一
九
二
八
年
、

か
ら
各
年
を
比
較
検
討
す
る
（
表
5
）
。

　
ま
ず
家
族
構
成
員
は
一
九
二
七
年
忌
で
の
問
に
父
が
死
去
し
、
三
女
と
二
男
が
生
ま
れ
、
八
人
と
な
っ
た
。

一
九
三
〇
年
の
農
家
経
済
調
査

人
数
は
増
え
た
が
、
父
の
死
去
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表6　東春β井郡A家の家族労働力配分

　　　　　　　　　　　　　　　　単位：左は日，右は％

1923 1926 1928 1930

＿　　　、

mコ王 ユ92．gi　15 226．oi　18 244．1i　26 255．5i　26

妻 212．3；16 194．4i15 219ユi23 190．gi19

父 288．6i　22 287．4i　23 io io
母

32，0i　2　　… 94．3i　8　　圏 　　　幽P61．71　17
@　　…

　　　｝P31．61　13
@　　1

農
　
業 雇女 io 6．oi　O

1
　
0
ヨ

io
雇男 ｝o

　　…

Q．oi　O io io
手伝男 io 7d　　l　　l 7．oi　l　　I 3．3i　O　　8

手伝女 io 3．7iO 3．2iO 3．oiO

戸主 83．2i　6 37．1i　3 9．8i！ 2．5io

妻 24．gi　2 io io io兼
　
業 父 0．oiO 1，o｝o io io

母 24．gi　2 io 0．2iO io
一　　　　、

ﾋ王 17・gi　1 16・3i　1
24、oi　3　　｝

26．3i　3

妻 　　　「P24．61　10　　　｝ 　　　脚P40，3：　11
@　　…

　　　1P21．11　13
@　　；

　　　1P70．71　17
@　　…

父 26．6i　2 14．8i　1
1
　
0
：

1
　
0
：

生
　
計 母

　　　…
Q68，61　21　　　1

　　　ヨ
Q24。21　18　　　画

148．5i　16　　　1 200．gi　20　　　1

手伝男 io i 1．oiO io
手伝女 io i i 3．oiO

合　計 1296．5i　1。O 1254．5i！00 939，7i　IOG 987．7i！0。

注〉夜業を含む

資料・＝愛知県農会編目農家経済調査川州年

に
よ
り
労
働
力
が
一
人
分
減
り
、
A
家
に

と
っ
て
は
五
人
の
子
ど
も
た
ち
を
育
て
な

が
ら
、
少
な
い
労
働
力
で
や
り
く
り
す
る

時
期
が
し
ば
ら
く
続
い
た
こ
と
に
な
る
。

耕
地
面
積
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
が
、

へ
九
二
八
年
を
境
に
若
干
縮
小
し
て
い
る

背
景
に
は
、
父
の
死
去
に
よ
る
労
働
力
の

減
少
な
ど
が
関
係
し
て
い
る
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
農
業
、
兼
業
、
生
活
に
関
わ
る
労
働
力

配
分
の
推
移
を
示
し
た
表
6
を
み
る
と
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
A
家
の
農
業
経
営

が
都
市
化
や
工
業
化
の
影
響
だ
け
で
な
く
、

家
族
構
成
の
推
移
に
伴
う
労
働
力
配
分
の

変
化
に
も
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
ず
合
計
日
数
の
推
移
を
み
る
と
、

一
九
二
八
年
に
は
三
百
日
以
上
減
少
し
て

い
る
。
こ
れ
は
そ
れ
ま
で
戸
主
よ
り
も
農

業
従
事
日
数
が
多
か
っ
た
父
の
死
去
に
よ
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近代日本の産業地域形成期における農家経済構造の変化（湯澤）

る
影
響
で
あ
る
。
先
に
、
こ
の
時
期
の
農
業
収
入
の
減
少
は
繭
価
の
下
落
に
よ
る
も
の
と
説
明
し
た
が
、
そ
れ
に
農
業
労
働
力
の
不
足
と
い
う

問
題
も
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
不
足
を
補
う
た
め
に
A
家
で
は
手
伝
い
を
雇
い
入
れ
、
妻
と
母
が
生
活
労
働
を
若
干
減
ら
す
代
わ

り
に
農
業
労
働
を
増
や
し
て
も
な
お
、
以
前
と
同
じ
労
働
日
数
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
全
体
の
や
り
く
り
で
い
え
ば
、
妻
の
労
働
日
数
が
増
加

し
て
い
る
。
長
女
や
次
女
の
手
が
あ
る
と
は
い
え
、
一
歳
の
幼
い
二
男
が
い
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
負
担
は
想
像
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ

う
。
こ
の
時
期
に
は
戸
主
や
手
伝
い
も
生
活
労
働
の
負
担
を
若
干
増
や
し
て
い
る
。
ま
た
、
戸
主
は
年
々
農
業
労
働
日
数
を
増
や
し
て
い
る
。

特
に
一
九
二
八
年
以
降
は
、
A
家
に
お
け
る
男
手
が
戸
主
の
み
と
な
り
、
兼
業
を
徐
々
に
や
め
て
農
業
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
注
目
す
べ
き
は
こ
の
よ
う
な
労
働
力
配
分
の
変
化
が
あ
り
な
が
ら
も
、
経
営
内
容
に
次
の
四
つ
の
大
き
な
転
換
が
み
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
一
つ
目
は
養
鶏
に
よ
る
収
益
の
増
加
で
あ
る
。
一
九
二
三
年
と
一
九
二
六
年
を
比
べ
る
と
、
飼
育
数
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
現
金

収
入
は
五
＝
ハ
・
八
三
円
か
ら
七
九
一
・
六
六
円
へ
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
田
作
、
畑
作
、
養
蚕
に
よ
る
収
入
に
は
あ
ま
り
変
化
が
み
ら

れ
な
い
中
で
、
と
り
わ
け
養
鶏
が
利
益
を
生
み
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
詳
し
く
み
る
と
、
鶏
肉
に
加
え
て
、
鶏

卵
と
鶏
糞
の
生
産
が
新
た
な
現
金
収
入
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
A
家
は
鶏
を
百
五
十
九
羽
に
増
や
し
、
約
一
一
倍
の
規
模
と
な
っ
た
。

　
二
つ
目
は
養
蚕
に
よ
る
収
入
の
変
動
で
あ
る
。
蚕
の
生
産
量
と
生
産
額
は
一
八
・
八
五
貫
目
（
二
一
五
・
九
四
円
）
、
二
九
・
一
四
貫
目
（
二

〇
七
・
五
四
円
）
、
二
七
・
〇
三
貫
目
（
八
一
・
八
二
円
）
、
四
一
・
七
六
貫
目
（
～
二
八
・
八
七
円
）
と
推
移
し
た
。
一
貫
目
あ
た
り
の
生
産
額
に

換
算
す
る
と
、
＝
・
四
六
円
、
七
・
一
二
円
、
三
・
〇
三
円
、
三
・
〇
九
円
と
推
移
し
、
繭
価
の
暴
落
が
み
て
と
れ
る
。
A
家
で
は
、
繭
価

が
急
落
し
た
翌
年
に
は
掃
立
枚
数
を
一
一
枚
減
ら
し
、
養
蚕
の
規
模
を
縮
小
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
経
済
動
向
も
経
営
内
容
に
影
響
を
与
え
た

と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、
養
蚕
業
を
縮
小
は
し
た
も
の
の
、
さ
ら
に
繭
価
は
暴
落
し
た
た
め
、
一
九
二
八
年
に
は
農
業
収
入
の
大
幅
な
減
少

を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
養
蚕
業
に
よ
る
収
入
の
不
安
定
さ
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
A
家
で
は
養
鶏
の
ほ
か
に
疏
菜
栽
培
の
多
品
種
化
が
図
ら
れ
た
。
こ
れ
が
三
つ
目

の
注
目
す
べ
き
変
化
で
あ
る
。
栽
培
作
物
を
詳
し
く
見
る
と
、
水
稲
と
麦
、
豆
、
紫
雲
英
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
九
二
八
年
に
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表7　東春日井郡A家の経営耕地面積

　　　の推移

　　　　　　　　　単位：左は円、右は96

項目 1923 1926 1928

水稲 10．6 13．0 11．80

大麦 0．7 1．0 0．80

ビール麦 L20
麦作

裸麦 1．8 2．0 2．20

小麦 3．8 3．0 4．40

紫雲英 3．0 3．9 2．10

蚕豆 0．1 0．1 0．03

腕豆 0．2 0．3 0．03

豆類
大豆

黒豆 0．10

甘臓 0．03

甘藷 0．20

芋類 馬鈴薯 0．07

三二 0．07

伊勢芋 0．03

大根 0．10

三二

漬菜類 0．07

甘藍 0．03

葱 0．07

人参 0．03

疏菜
茄子 0．07

胡瓜 0．07

漬瓜 0．03

西瓜 0．03

南京 畝16本

冬瓜 畝5本

合計 20．2 23．3 23．56

注〉歩を10進法に換算して表記した。

資料：愛知県農会編『農家経済調査』各年
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は
水
稲
を
減
ら
し
た
う
え
で
、
多
品
種
の
丹
心
を
栽
培
す
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
（
表
7
）
。
甘
藷
、
馬
鈴
薯
、
里
芋
、
伊
勢
芋
、
大
根
、

漬
菜
類
、
甘
藍
、
葱
、
人
参
、
茄
子
、
胡
瓜
、
漬
瓜
、
西
瓜
、
南
瓜
、
冬
瓜
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
に
ビ
ー
ル
麦
の
栽
培
が
加
え
ら
れ
た
。
ま
た
、

同
年
に
害
虫
防
除
機
と
し
て
噴
霧
器
が
初
め
て
登
場
す
る
が
、
こ
れ
は
疏
菜
栽
培
の
多
品
種
化
、
栽
培
の
科
学
化
と
関
連
し
た
変
化
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
一
九
三
〇
年
に
な
る
と
、
ビ
ー
ル
麦
を
増
や
し
、
疏
菜
栽
培
も
さ
ら
に
多
品
種
に
な
る
。
例
え
ば
栽
培
面
積
は
少
な
い
が
、

「
甘
藍
」
の
ほ
か
に
も
「
チ
シ
ャ
（
レ
タ
ス
）
」
、
「
ト
マ
ト
」
と
い
っ
た
西
洋
野
菜
の
栽
培
も
始
め
て
い
る
。

　
四
つ
目
の
変
化
は
兼
業
の
消
滅
で
あ
る
。
A
家
で
は
ま
ず
妻
が
機
織
り
を
や
め
、
次
に
戸
主
が
畳
織
り
を
や
め
た
。
そ
の
た
め
、
兼
業
収
入

は
減
少
し
、
一
九
二
八
年
に
は
消
滅
し
て
い
る
。

　
総
じ
て
い
え
ば
、
稲
作
を
主
と
し
、
養
蚕
と
養
鶏
、
機
織
り
と
畳
織
り
を
加
え
た
複
合
経
営
で
あ
っ
た
A
家
の
農
業
経
営
は
、
養
鶏
の
経
済

的
位
置
づ
け
を
高
め
な
が
ら
「
米
と
繭
」
を
中
核
と
し
た
経
営
か
ら
の
離
脱
を
図
り
、
多
品
種
の
冬
菜
栽
培
を
加
え
て
複
合
性
を
強
め
て
い
っ
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⑥

た
。
「
当
地
ハ
大
消
費
地
タ
ル
名
古
屋
市
付
近
ニ
ア
リ
テ
水
稲
ノ
栽
培
及
水
田
ノ
裏
作
盛
ナ
ル
土
地
ナ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
鶏
肉
、
鶏
卵
、

西
洋
野
菜
や
漬
菜
類
な
ど
の
生
産
は
、
都
市
や
工
場
の
需
要
を
視
野
に
入
れ
た
試
み
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
こ
う
し
て
農
業
経
営
の
改
良
に

力
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
方
で
、
農
業
以
外
の
兼
業
は
徐
々
に
廃
し
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
A
家
は
、
農
業
に
忍
業
を
加
え
た
複
合
経

営
か
ら
、
農
業
経
営
内
で
の
複
合
経
営
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
農
業
経
営
費
の
動
向
を
み
て
み
よ
う
。
農
業
生
産
の
改
良
に
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
種
苗
、
肥
料
、
飼
料
の
導
入
が
不
可
欠

で
あ
っ
た
。
A
家
の
農
業
経
営
費
に
お
い
て
そ
れ
ら
は
約
六
割
前
後
を
占
め
る
。
肥
料
代
は
現
金
で
購
入
す
る
肥
料
が
増
え
、
一
＝
二
・
〇
二

円
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
九
二
三
年
に
は
三
七
七
・
六
六
円
と
か
な
り
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
肥
料
代
は
減
少
し
て
い
る
。
そ

の
背
景
に
は
「
近
来
其
業
ノ
調
査
研
究
ト
共
二
多
角
農
業
即
チ
耕
種
二
養
畜
、
養
蚕
ヲ
加
フ
ル
組
織
二
改
メ
、
労
力
ノ
配
分
ヲ
平
準
ナ
ラ
シ
メ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

肥
料
ノ
自
給
ヲ
講
ジ
、
益
々
収
益
ノ
大
ナ
ラ
ン
事
二
努
ム
ル
ニ
至
レ
リ
」
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
。
A
家
は
養
鶏
や
養
蚕
か
ら
自
給
肥
料
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
点
で
は
有
利
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
養
鶏
の
飼
料
の
八
割
は
購
入
晶
で
賄
っ
て
い
た
た
め
、
鶏
肉
や
鶏
卵
に
比
べ

て
飼
料
代
が
高
騰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
営
が
不
安
定
に
な
る
可
能
性
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
が
難
点
で
も
あ
っ
た
。
養
鶏
を
養
蚕
に
変
わ
る

安
定
し
た
収
入
源
と
す
る
た
め
に
は
、
「
飼
料
ノ
自
給
ヲ
考
へ
、
鶏
糞
ノ
収
納
二
努
メ
、
　
方
飼
育
技
術
ノ
研
究
ヲ
行
ヒ
、
多
産
強
健
ナ
ル
鶏

　
　
⑧

ノ
養
成
」
が
、
な
お
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
A
家
で
は
一
九
三
〇
年
に
は
「
飼
料
費
、
肥
料
費
、
家
畜
代
等
ノ
減
少
ニ
ヨ
リ

昨
年
二
比
シ
約
五
〇
〇
円
ノ
減
額
」
に
成
功
し
た
。
こ
れ
は
「
本
年
度
ト
シ
テ
ハ
真
二
稀
有
ナ
現
象
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
農
業

経
費
削
減
が
困
難
な
状
況
の
中
で
の
A
家
の
営
農
努
力
が
う
か
が
わ
れ
る
。

三
　
暮
ら
し
の
変
化

次
に
暮
ら
し
の
変
化
を
み
て
み
よ
う
。

支
出
か
ら
生
活
を
み
る
と
、
全
体
の
四
〇
～
五
〇
％
を
占
め
る
の
は
飲
食
費
で
あ
る
こ
と
、

主
に
飲
食
費
と
交
際
費
の
減
少
に
よ
っ
て
家
計
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支
出
の
合
計
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
、
家
計
支
出
が
減
少
す
る
中
で
教
育
費
だ
け
が
微
増
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
（
表
5
）
。
飲

食
費
は
父
の
分
が
減
少
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
し
て
も
、
一
九
三
〇
年
に
も
さ
ら
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

成
人
一
人
一
日
当
た
り
の
家
計
費
の
推
移
を
み
る
と
、
一
九
三
〇
年
に
は
そ
れ
ま
で
ほ
ぼ
変
化
が
な
か
っ
た
○
・
七
円
前
後
に
比
べ
る
と
、

○
・
二
円
減
少
し
て
い
る
。
一
年
間
で
換
算
す
る
と
約
二
三
〇
円
の
節
約
と
な
り
、
そ
れ
が
収
支
の
残
額
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
こ

の
一
九
三
〇
年
を
注
意
深
く
み
る
と
、
戸
主
、
妻
、
母
に
よ
る
新
た
な
農
業
経
営
へ
の
転
換
が
よ
う
や
く
波
に
乗
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
農
業

経
費
の
削
減
に
よ
っ
て
農
業
収
入
が
増
加
に
転
じ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
に
特
に
飲
食
費
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
る
家
計
費
の
節
約
が
加
わ
り
、

A
家
は
前
回
調
査
時
よ
り
も
多
く
の
残
額
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
般
的
に
家
族
数
が
同
じ
で
か
つ
、
育
ち
盛
り
の
子
ど
も
た
ち
が
い
る
家

族
に
と
っ
て
飲
食
費
を
減
ら
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
A
家
が
ど
の
よ
う
に
そ
れ
を
成
し
え
た
か
は
残
念
な
が
ら
農
家
経
済
調
査
の
み
で
は

知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
生
産
と
生
活
を
合
わ
せ
た
数
値
の
推
移
か
ら
、
こ
の
時
期
の
A
家
が
か
な
り
戦
略
的
に
農
業
経
営
と
家
計
の
や
り

く
り
を
工
夫
し
て
い
た
こ
と
は
伝
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
交
際
費
の
減
少
と
教
育
費
の
増
加
は
、
生
産
と
生
活
の
合
理
化
を
促
す
地
方
改
良
運
動
や
教
育
熱
の
影
響
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、

A
家
の
み
で
は
推
測
の
域
を
出
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
子
ど
も
た
ち
が
尋
常
小
学
校
、
高
等
小
学
校
へ
通
学
す
る
よ
う
に
な
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
と
連
動
し
た
教
育
費
の
増
加
で
あ
っ
た
と
ひ
と
ま
ず
は
説
明
し
て
お
き
た
い
。

　
そ
の
ほ
か
A
家
で
は
一
九
二
六
年
に
特
別
支
出
と
し
て
二
歳
に
な
っ
た
長
男
の
た
め
に
三
輪
車
を
購
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
道
具
と
し
て
は
、

新
た
に
堆
肥
ホ
ー
ク
や
算
盤
を
購
入
し
て
い
る
。
一
九
二
八
年
に
は
「
城
北
鉄
道
」
の
株
を
二
五
円
分
購
入
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

近
代
に
な
っ
て
初
め
て
A
家
が
所
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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四
　
農
家
経
済
構
造
の
地
域
的
特
徴
と
そ
の
変
化

愛
知
県
の
産
業
構
成
お
よ
び
そ
の
地
域
分
布
は
多
様
で
あ
る
。
た
と
え
ば
本
稿
で
言
及
し
た
織
物
業
だ
け
で
な
く
、
瀬
戸
や
常
滑
の
陶
磁
器
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業
、
知
多
の
醸
造
業
、
名
古
屋
市
の
機
械
製
造
業
な
ど
多
様
な
産
業
集
積
地
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
織
物
業
に
限
定
し
て
も
、
綿
織
物
業
が
展

開
し
た
尾
西
、
知
多
、
西
三
河
、
東
三
河
、
名
古
屋
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
毛
織
物
へ
の
展
開
を
み
た
尾
西
、
製
糸
業
に
特
化
し
た
尾
北
、
東
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三
河
地
方
、
綿
紡
績
業
が
展
開
し
た
名
古
屋
と
そ
の
周
辺
地
域
と
い
う
地
域
的
多
様
性
が
み
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
農
業
に
着
浸
す
る
と
、
農
家
経
済
調
査
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
都
市
近
郊
園
芸
地
域
（
名
古
屋
市
）
、
養
蚕
農
業
地
域
（
東

春
日
井
郡
、
知
多
郡
）
、
山
間
部
林
業
地
域
（
東
加
茂
郡
）
な
ど
、
県
内
に
は
実
に
多
様
な
農
業
が
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
ま
ず
、
平
地
、

山
間
部
、
海
岸
部
、
河
川
の
氾
濫
原
な
ど
多
様
な
自
然
条
件
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
れ
に
加
え
て
先
述
し
た
各

工
業
集
積
と
の
関
わ
り
、
名
古
屋
市
や
阪
神
地
域
と
い
う
市
場
へ
の
距
離
と
交
通
条
件
な
ど
の
社
会
条
件
も
関
係
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
地
域
的
特
徴
を
ふ
ま
え
て
東
春
日
井
郡
以
外
の
農
家
経
済
調
査
を
瞥
見
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
名
古
屋
市
の
B
家
で
は
都
市

向
け
の
園
芸
農
業
と
し
て
疏
菜
や
花
卉
が
盛
ん
に
生
産
さ
れ
、
集
約
的
農
業
を
特
徴
と
し
て
い
た
。
油
障
子
を
使
っ
た
苺
の
促
成
栽
培
が
試
み

ら
れ
、
自
菜
と
甘
藍
の
種
、
茄
子
と
胡
瓜
の
苗
の
生
産
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
一
九
二
三
年
の
岡
調
査
に
よ
れ
ば
、
コ
戸
主
ハ
栽
培

及
販
売
ノ
術
二
巧
ニ
シ
テ
就
中
販
売
ノ
機
会
ヲ
得
ル
コ
ト
ハ
他
農
家
ノ
及
ブ
所
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
随
ツ
テ
園
芸
ノ
純
収
益
モ
多
キ
ナ
リ
」
と
あ
る
。

作
物
の
詳
細
が
判
明
す
る
一
九
二
六
年
を
み
る
と
、
花
卉
は
全
て
販
売
用
で
主
に
菊
花
、
疏
菜
は
半
分
以
上
が
販
売
用
で
葱
、
甘
藍
、
三
ツ
葉
、

胡
瓜
、
茄
子
な
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
年
を
最
後
に
名
古
屋
市
は
農
家
経
済
調
査
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期

に
は
、
も
は
や
名
古
屋
市
が
農
業
地
域
で
は
な
く
な
っ
て
い
っ
た
結
果
と
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
東
春
日
井
郡
と
同
じ
養
蚕
地
域
に
分
類
さ
れ
る
知
多
郡
の
C
家
は
米
作
と
養
蚕
を
中
心
と
し
た
収
入
構
造
で
あ
っ
た
た
め
、
一
九
｝
＝
年
の

調
査
に
は
、
米
価
と
猛
撃
低
廉
に
よ
る
不
況
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
年
に
C
家
で
は
知
多
製
糸
の

株
を
買
っ
て
い
る
が
、
一
九
二
八
年
に
そ
れ
を
売
却
し
損
失
を
被
っ
て
い
た
。
同
家
に
は
七
人
の
子
ど
も
が
お
り
、
「
考
幼
者
多
ク
シ
テ
農
業

労
働
日
従
事
ス
ル
モ
ノ
僅
二
三
人
ノ
ミ
ナ
レ
バ
」
、
生
産
規
模
の
拡
大
も
難
し
い
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
四
男
は
商
店
に
商
業
見
習
い

に
出
て
い
る
が
、
三
男
は
高
等
農
学
校
へ
、
次
女
は
高
等
女
学
校
へ
進
学
し
て
い
る
た
め
、
家
計
費
に
占
め
る
教
育
費
が
多
い
。
彼
ら
は
世
世
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代
よ
り
も
高
い
学
歴
を
得
て
お
り
、
特
に
三
男
は
高
等
農
学
校
卒
業
後
に
は
、
そ
の
知
識
を
も
っ
て
新
し
い
農
業
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　
ま
た
、
山
間
部
林
業
地
域
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
東
加
茂
郡
の
D
家
で
は
、
農
業
と
林
業
に
加
え
て
、
当
地
方
に
野
生
す
る
楮
を
利
用
し
た
雨

傘
の
紙
漉
き
業
を
営
ん
で
い
た
。
一
九
二
一
年
の
調
査
に
は
「
山
間
部
ナ
レ
バ
林
業
ノ
収
入
ヲ
主
ト
シ
殊
二
本
農
家
ハ
竹
林
ノ
良
好
ナ
ル
モ
ノ

ヲ
所
有
ス
ル
が
為
メ
之
レ
が
収
入
多
シ
」
と
あ
る
。
し
か
し
そ
の
後
、
雨
傘
紙
漉
き
業
は
一
九
二
三
年
以
前
に
廃
業
し
、
杉
檜
苗
や
疏
菜
の
生

産
を
増
加
さ
せ
て
い
る
。
同
家
で
は
長
男
の
最
初
の
妻
が
病
気
が
ち
で
一
時
帰
宅
し
、
そ
の
三
年
後
に
長
男
は
別
の
女
性
と
結
婚
し
て
い
る
た

め
、
最
初
の
妻
は
離
縁
か
死
去
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
長
男
自
身
も
病
気
に
罹
り
、
年
間
で
約
百
日
間
療
養
す
る
こ

と
に
な
り
、
家
計
支
出
に
占
め
る
医
療
費
の
割
合
が
高
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
そ
の
た
め
に
、
病
気
か
ら
快
復
し
た
長
男
は

農
業
に
は
手
伝
い
程
度
に
従
事
し
な
が
ら
役
場
に
書
記
と
し
て
勤
め
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
以
後
、
D
家
の
収
入
に
占
め
る
勤
労
報
酬
の
割
合

が
高
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
家
族
総
出
で
農
業
と
林
業
、
農
閑
期
に
は
紙
漉
き
に
従
事
し
て
い
た
D
家
の
生
業
構
造
は
わ
ず
か
五
年
間
の
う
ち

に
、
家
族
の
内
部
お
よ
び
外
部
へ
の
対
応
の
中
で
大
き
く
変
貌
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

①
　
残
念
な
が
ら
、
A
家
に
関
す
る
調
査
は
一
九
二
三
年
か
ら
始
ま
る
た
め
、
～
九

　
一
〇
年
代
と
の
比
較
が
で
き
な
い
が
、
都
会
熱
が
高
ま
る
最
中
で
の
農
業
経
営
の

　
分
析
は
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
な
お
、
同
調
査
を
用
い
て
東
春
日
井
郡
の
A

　
家
を
分
析
し
た
も
の
と
し
て
、
宇
佐
美
正
史
コ
九
二
〇
1
三
〇
年
代
に
お
け
る

　
複
合
的
農
業
経
営
の
展
開
－
愛
知
県
旧
東
春
目
井
郡
勝
川
町
の
自
小
作
農
家
を
対

　
象
と
し
て
一
」
『
岐
阜
経
済
大
学
論
集
㎞
第
四
二
巻
第
三
号
、
二
三
一
四
六
頁
が

　
あ
る
。

②
　
愛
知
県
産
業
部
編
噸
愛
知
県
農
事
統
計
㎞
愛
知
県
産
業
部
、
一
九
二
二
年
、
～

　
～
ニ
ー
一
四
頁
。

③
東
春
日
井
畔
編
『
米
麦
二
種
改
良
ノ
栞
』
東
春
日
井
郡
、
一
九
一
九
年
。

④
東
春
日
井
農
会
編
『
農
家
経
済
之
研
究
』
東
春
日
井
農
会
、
一
九
一
七
年
。

⑤
前
掲
序
章
注
⑧
、
六
六
－
六
七
頁
。

⑥
愛
知
県
農
会
㎎
農
家
経
済
調
査
㎞
愛
知
県
農
会
、
　
九
三
〇
年
、
六
九
頁
。

⑦
前
掲
注
⑥
、
六
九
頁
。

⑧
前
掲
第
一
章
注
⑩
、
七
〇
頁
。

⑨
大
門
正
克
・
安
田
常
雄
・
天
野
正
子
『
近
代
社
会
を
生
き
ゑ
吉
川
弘
文
館
、

　
二
〇
〇
三
年
、
一
六
七
頁
。

⑩
前
掲
第
一
章
注
①
、
九
七
七
－
一
〇
二
四
頁
。
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終
章
一
愛
知
県
の
農
家
が
経
験
し
た
近
代

　
　
九
二
四
年
と
二
六
年
の
二
回
に
わ
た
っ
て
東
京
府
馬
込
か
ら
愛
知
県
下
の
農
業
を
視
察
に
来
た
鶴
見
と
い
う
人
物
は
、
「
愛
知
県
下
の
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

村
の
進
歩
は
非
常
な
も
の
で
、
僅
々
一
年
半
の
間
に
も
前
と
今
と
で
は
大
変
な
相
違
が
生
じ
て
い
た
一
と
報
告
し
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
変
化

と
し
て
、
種
々
の
施
設
が
共
同
的
に
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
生
産
だ
け
で
な
く
流
通
に
も
共
同
組
合
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
、

養
蚕
と
養
鶏
が
盛
ん
で
あ
り
、
と
り
わ
け
養
鶏
の
位
置
づ
け
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
多
岐
に
わ
た
る
玉
菜
、
西
瓜
、
梨
、
葡
萄
な
ど
の

新
し
い
作
物
の
導
入
と
栽
培
に
関
わ
る
研
究
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
、
電
気
や
機
械
を
用
い
た
栽
培
の
導
入
や
道
程
ハ
の
改
良
な
ど
の
科
学
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
可
能
に
す
る
農
家
の
努
力
が
見
逃
せ
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
実
際
に
農
家
の
暮
ら
し
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
そ
れ
に
は
い
か
な
る
意
味
が
あ
っ
た
の
か
を
考
察

し
て
き
た
。
そ
れ
は
次
に
述
べ
る
三
点
に
要
約
さ
れ
る
。

「
　
生
業
の
単
【
化
と
農
業
の
多
角
化

　
一
つ
目
は
、
生
業
の
単
～
化
と
農
業
の
多
角
化
で
あ
る
。
見
方
を
変
え
る
と
、
こ
れ
は
農
業
と
工
業
と
の
分
業
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
る
職
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
固
定
化
と
も
い
え
よ
う
。
従
来
、
日
本
の
小
農
経
営
に
は
様
々
な
稼
ぎ
が
内
包
さ
れ
、
そ
の
選
択
と
配
合
に
よ
っ
て
暮
ら
し
が
営
ま
れ
て
き

た
。
そ
の
意
味
で
、
日
本
に
は
純
農
村
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
A
家
が
畳
織
り
や
機
織
り
を
手
離
し
て
農
業
に
全
労
働
力
を
配
分

す
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
に
、
産
業
地
域
形
成
期
の
、
と
り
わ
け
都
市
近
郊
農
業
地
域
で
は
農
業
以
外
の
諸
稼
ぎ
を
廃
し
た
こ
と
に
よ
り
生
業

構
造
が
単
一
化
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
詳
述
で
き
な
か
っ
た
が
、
A
家
の
み
な
ら
ず
、
東
加
茂
郡
（
山
間
部
林
業
地
域
）
の
D
家
も
、

雨
傘
紙
漉
き
を
一
九
二
三
年
以
前
に
廃
業
し
、
杉
檜
苗
や
疏
菜
の
生
産
を
増
加
さ
せ
て
い
た
。
こ
う
し
て
近
代
に
は
、
様
々
な
生
業
を
手
掛
け

る
「
百
姓
」
で
は
な
く
、
農
業
に
専
念
す
る
「
農
家
」
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
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生
業
の
単
一
化
は
個
々
の
家
族
の
自
主
選
択
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
産
業
構
造
の
変
化
に
規
定
さ
れ
て
い
た
部
分
も
大
き
い
。
た
と
え
ば

A
家
が
機
織
り
を
廃
し
た
背
景
に
は
、
尾
西
織
物
業
の
生
産
構
造
の
変
化
が
あ
っ
た
。
尾
西
で
は
も
と
も
と
綿
織
物
、
交
織
織
物
が
周
辺
農
家

内
の
手
織
機
で
生
産
さ
れ
て
い
た
が
、
大
正
期
に
入
り
毛
織
物
生
産
へ
と
転
換
す
る
と
、
手
織
機
は
次
第
に
消
滅
し
、
工
場
内
に
設
置
さ
れ
た

機
械
織
機
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
尾
西
織
物
業
地
域
に
近
接
す
る
葉
栗
郡
の
E
家
で
も
一
九
一
五
年
に
は
織
物
に
よ
る
収
入

が
二
〇
・
五
円
あ
る
。
ま
た
、
収
入
に
は
計
上
さ
れ
な
く
と
も
、
同
年
の
調
査
対
象
農
家
五
戸
の
う
ち
、
四
戸
が
織
機
を
所
有
し
て
い
る
が
、

そ
の
後
の
調
査
で
は
み
ら
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
生
業
が
農
業
に
単
一
化
さ
れ
る
と
、
A
家
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
養
蚕
、
養
鶏
、
鮮
菜
栽
培
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
農
業
自

体
は
多
角
化
し
た
。
そ
れ
ら
は
県
産
業
部
に
よ
っ
て
「
主
業
」
で
あ
る
米
麦
作
の
「
副
業
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
奨
励
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

愛
知
県
で
は
一
九
二
一
年
に
各
郡
市
長
宛
て
に
「
副
業
奨
励
二
関
ス
ル
件
依
命
通
牒
」
が
出
さ
れ
、
翌
年
に
は
副
業
奨
励
費
と
し
て
四
三
二
七

　
　
　
　
　
　
　
　
③

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
同
県
で
は
養
鶏
が
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
。
農
業
の
多
角
化
は
一
面
で
は
農
業
収
入
の
増
加
に
よ
っ
て
農
家
の
暮
ら
し

向
き
を
良
く
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
が
、
実
は
そ
の
一
方
で
、
同
時
代
に
柳
田
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
「
都
市
が
消
費
者
と
し
て
彼
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

に
期
待
す
る
所
は
、
単
に
食
糧
の
滞
り
無
き
供
給
で
あ
っ
た
」
と
い
う
世
情
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
う
し
て
進

ん
だ
農
村
の
純
化
に
よ
っ
て
、
農
村
で
人
が
生
き
る
と
い
う
意
味
が
甚
だ
し
く
蔵
置
化
し
た
と
す
る
柳
田
の
警
鐘
に
耳
を
傾
け
る
な
ら
ば
、
産
業

地
域
形
成
期
に
は
愛
知
県
の
み
な
ら
ず
、
日
本
全
体
で
生
業
の
単
～
化
と
農
業
の
多
角
化
が
様
々
な
形
態
で
生
じ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
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二
　
家
族
の
内
部
と
外
部
へ
の
対
応

　
二
つ
目
は
、
内
部
状
況
と
外
部
状
況
へ
の
対
応
で
あ
る
。
A
家
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
家
族
は
常
に
二
つ
の
周
面
に
直
面
し
な
が
ら
暮
ら
し

を
営
ん
で
い
る
。
一
つ
は
出
生
や
死
亡
、
婚
姻
や
出
稼
ぎ
な
ど
に
よ
る
家
族
構
成
員
の
増
減
、
す
な
わ
ち
家
族
内
部
の
変
化
で
あ
る
。
そ
し
て
、

い
ま
一
つ
は
穀
物
価
格
や
物
価
の
変
動
、
産
業
構
造
の
変
化
と
い
っ
た
家
族
外
部
の
変
化
で
あ
る
。
A
家
の
農
家
経
済
調
査
の
経
年
分
析
が
示
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　　図2　愛知県農家経済調査対象農家の平均農業所得の推移と米価

資料：愛知県農会編「農家経済調査』1939年，1頁

す
の
は
、
外
部
変
化
へ
の
対
応
が
増
大
し
て
い
く
近
代
農
家
の
姿
で
あ
っ
た
。
試
み

に
農
家
経
済
調
査
の
対
象
農
家
の
収
入
と
米
価
の
変
動
を
比
較
す
る
と
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
収
入
は
米
価
の
変
動
と
と
も
に
増
減
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
が
確
認

で
き
る
（
図
2
）
。

　
家
族
構
成
員
数
の
変
化
に
は
自
然
増
減
と
社
会
増
減
の
二
種
類
が
あ
る
が
、
近
代

に
な
っ
て
影
響
が
大
き
く
な
っ
た
の
は
社
会
増
減
で
あ
る
。
新
た
な
労
働
市
場
の
成

立
や
、
都
会
熱
と
教
育
熱
の
高
ま
り
な
ど
が
そ
れ
を
促
し
た
。
外
部
の
変
化
は
変
動

す
る
市
場
価
格
に
よ
っ
て
、
農
業
収
入
だ
け
で
な
く
、
農
業
経
営
費
も
そ
の
影
響
を

避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
た
。
恐
慌
期
に
お
け
る
購
入
肥
料
か
ら
自
給

肥
料
へ
の
転
換
は
、
農
家
の
内
部
経
済
の
充
実
に
よ
り
、
外
部
経
済
か
ら
の
影
響
を

軽
減
す
る
た
め
に
奨
励
さ
れ
た
動
き
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
米
価
が
下
が
り
続
け
る
中
で
、
父
の
死
去
に
よ
る
労
働
力
の
減
少
が
生
じ
、
そ
れ

を
補
う
た
め
に
生
産
性
の
向
上
を
目
指
し
て
真
菜
栽
培
を
多
角
化
し
、
か
つ
飼
料
や

肥
料
の
高
騰
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
に
そ
れ
ら
の
自
給
化
を
試
み
、
さ
ら
に
は
食

費
を
抑
え
て
暮
ら
し
全
体
を
維
持
し
て
い
っ
た
A
家
の
姿
は
、
内
部
と
外
部
の
変
化

と
の
せ
め
ぎ
合
い
の
中
で
生
き
る
近
代
農
家
の
姿
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

三
　
産
業
地
域
形
成
と
家
族

三
つ
目
は
、
産
業
地
域
形
成
に
果
た
し
た
家
族
の
役
割
で
あ
る
。
前
節
で
述
べ
た
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農
家
の
外
部
と
は
す
な
わ
ち
、
市
場
経
済
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
代
と
は
農
家
に
と
っ
て
も
市
場
経
済
と
の
関
わ
り
が
求
め
ら
れ
、

避
け
が
た
く
な
っ
て
い
く
時
代
で
あ
っ
た
。
家
族
が
ま
さ
に
市
場
経
済
を
支
え
る
装
置
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
と
す
る
上
野
の
言
葉
を
借

り
れ
ば
、
市
場
の
外
に
「
家
族
」
と
「
自
然
」
と
い
う
二
つ
の
領
域
が
あ
り
、
市
場
は
そ
の
二
つ
の
「
環
境
」
か
ら
ヒ
ト
と
モ
ノ
を
イ
ン
プ
ッ

ト
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
き
た
。
近
代
に
強
化
さ
れ
て
い
く
家
父
長
制
は
こ
の
構
造
と
親
和
性
が
あ
り
、
労
働
市
場
ヘ
ヒ
ト
を
送
り
出
す
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
装
置
と
し
て
機
能
し
た
。
つ
ま
り
、
産
業
化
は
「
家
族
」
と
「
市
場
」
の
あ
い
だ
の
関
係
を
変
え
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
こ
う
し
た
議
論
は
主
に
、
都
市
化
と
工
業
化
の
中
で
共
同
体
的
な
土
地
所
有
が
解
体
し
、
農
村
が
分
解
し
て
い
く
過
程
を
前
提
に

展
開
し
て
き
た
。
し
か
し
、
本
稿
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
日
本
の
場
合
、
都
市
化
と
工
業
化
の
中
で
農
業
や
農
村
は
解
体
し
た
と
い
う
よ
り
も

む
し
ろ
、
工
業
と
農
業
が
分
業
す
る
と
同
時
に
再
編
さ
れ
、
「
農
家
」
が
誕
生
し
、
様
々
な
葛
藤
を
伴
い
な
が
ら
新
し
い
農
業
の
技
術
的
、
精

神
的
基
盤
が
築
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
都
市
化
や
工
業
化
に
果
た
し
た
役
割
も
決
し
て
小
さ
く
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ

て
家
族
と
市
場
と
の
関
係
に
関
す
る
議
論
は
、
俸
給
者
家
族
が
誕
生
し
た
こ
と
へ
の
着
目
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
近
代
農
家
の
分
析
を
含

め
て
、
あ
ら
た
め
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
視
点
で
み
れ
ば
、
「
農
家
経
済
調
査
」
そ
れ
自
体
も
、
実
は
「
農
家
」
を
「
経
済
」
の
主
体
と
し
て
、
社
会
に
も
、
そ
し
て
農
を
営
む

人
び
と
自
身
に
も
自
覚
さ
せ
る
装
置
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
実
際
、
対
象
農
家
の
戸
王
は
、
算
盤
を
買
い
、
簿
記
を
付
け
、

日
々
の
暮
ら
し
を
農
業
労
働
、
兼
業
労
働
、
生
計
労
働
に
分
け
、
労
働
を
賃
金
換
算
し
て
計
上
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
経
済
調
査
を

実
施
し
た
農
家
は
、
現
金
収
入
と
現
物
収
入
を
区
別
す
る
中
で
、
「
家
族
」
を
経
済
主
体
と
し
て
よ
り
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ

ろ
う
。

　
限
ら
れ
た
事
例
で
あ
る
に
せ
よ
、
A
家
を
含
め
、
愛
知
県
の
農
家
は
確
実
に
市
場
経
済
と
の
関
係
の
中
に
生
き
て
い
た
。
そ
の
関
係
は
第
一

に
、
都
市
へ
労
働
者
を
送
り
出
す
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
農
業
実
践
に
よ
っ
て
食
糧
や
燃
料
を
供
給
し
、
地
方
鉄
道
や
紡
績
会
社
の
株
を
買
い
、

長
期
的
に
見
れ
ば
教
育
費
を
捻
出
し
て
子
ど
も
た
ち
の
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
を
促
す
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
直
接
的
に
結
ば
れ
て
い
た
。
ま

206 （206）



近代日本の産業地域形成期における農家経済構造の変化（湯澤）

た
第
二
に
、
市
場
経
済
に
は
不
可
避
で
あ
る
価
格
の
変
動
や
恐
慌
に
際
し
て
、
失
業
者
を
一
時
的
に
プ
ー
ル
す
る
場
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、

労
働
力
配
分
、
生
産
の
効
率
化
、
家
計
費
の
削
減
な
ど
に
よ
る
自
立
的
な
農
業
経
営
の
模
索
も
ま
た
市
場
経
済
の
　
つ
の
調
整
弁
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
た
。
そ
の
意
味
で
、
近
代
日
本
の
農
家
は
市
場
経
済
と
間
接
的
に
も
深
く
結
ば
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
農
家
経
済
調
査
を
通
し
て
見
え
て
き
た
個
々
の
家
族
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
そ
の
地
域
の
特
徴
は
、
都
市
化
と
工
業
化
が
著
し
い
近
代
愛

知
県
に
お
け
る
社
会
の
　
断
面
を
示
し
て
い
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
近
代
日
本
の
産
業
地
域
形
成
期
に
お
け

る
家
族
の
役
割
は
、
近
代
家
族
の
成
立
、
産
業
の
社
会
的
分
業
化
を
視
野
に
い
れ
つ
つ
、
農
家
を
含
め
た
全
体
構
造
の
中
で
あ
ら
た
め
て
論
じ

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
そ
の
際
に
は
、
農
家
経
済
調
査
の
み
で
は
特
定
の
農
家
の
分
析
に
と
ど
ま
る
と
い
う
限
界
に
も

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
た
農
家
経
済
調
査
の
さ
ら
な
る
分
析
、
愛
知
県
の
よ
う
な
都
市
近
郊
地
域
と
は
異
な
る
事
例
を
視

野
に
入
れ
た
研
究
も
求
め
ら
れ
よ
う
。
以
上
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

①
前
掲
第
一
心
知
⑧
、
一
五
頁
。

②
深
谷
克
己
・
辮
鍋
墨
男
魍
江
戸
時
代
の
諸
稼
ぎ
一
地
域
経
済
と
農
家
経
営
∴

　
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
八
八
年
。

③
愛
知
県
産
業
部
編
例
愛
知
県
副
業
資
料
第
～
（
愛
知
県
副
業
状
態
調
査
こ
愛

　
知
県
、
一
九
二
三
年
。

④
柳
田
は
「
特
殊
の
農
業
は
十
分
に
愛
護
し
な
が
ら
、
他
の
同
種
の
事
情
の
下
に

　
成
長
せ
ん
と
し
た
生
業
の
、
所
謂
農
の
定
義
に
入
ら
ぬ
も
の
を
疎
外
し
た
」
と
こ

　
の
状
況
を
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
多
く
の
農
学
者
た
ち
は
、
農
家
を
農
業
者

　
と
称
し
農
村
を
農
の
み
に
て
立
つ
村
と
見
よ
う
と
し
た
」
こ
と
を
批
判
的
に
述
べ

　
て
い
る
。
柳
田
国
男
『
都
市
と
農
村
　
朝
日
常
識
講
座
第
六
巻
』
東
京
大
阪
朝
日

　
新
聞
社
、
一
九
二
九
年
、
四
四
一
五
〇
頁
。

⑤
前
掲
序
章
注
⑯
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
［
基
盤
研
究
（
B
）
］
「
近
現
代
日
本
に
お
け
る
都
市
・
農
村
複
合
型
産
業
化
と
生
活
環
境
に
関

す
る
総
合
的
研
究
扁
（
課
題
番
号
　
二
三
三
三
〇
一
＝
｝
、
研
究
代
表
者
　
中
西
聡
）
、
同
［
若
手
研
究
（
B
）
］
「
近
代
日
本
に
お
け
る
地
域
の
経
済
発
展
の

論
理
と
構
造
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
的
研
究
」
（
課
題
番
号
二
五
七
七
〇
二
九
三
、
研
究
代
表
者
　
湯
澤
規
子
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筑
波
大
学
生
命
環
境
系
准
教
授
）
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The　ameliorative　reform　of　slavery　was　a　trial　and　error　method　to

transform　the　two　different　wor｝ds　of　the　home　country　and　her　colonies　into

O鍛e．

　　The　reform　movement　to　make　British　West　IRdian　colonies　Christian

societies　was　led　not　by　the　SPG　nor　SPCK，　which　were　Anglican

organizations，　but　by　evangelicals　both　Anglican　and　nonconformist，　such　as

London　Missionary　Societies，　Baptist　Missionary　Societies，　Methodist

Missionary　Societies　and　the　Church　Missionary　Societies．　lt　is　remarkable

that　those　who　propagated　Christianity　for　all　the　people　and　not　only　for

the　English　contributed　to　the　reconfiguration　of　the　British　Empire　by

unifyiRg　the　two　worlds．

　　The　roles　of　mother　and　wife　for　women　were　emphasized　in　evangelicai

social　reform，　Evangelicals　considered　Christian　marriage　and　gender　roles

universal　aBd　worthy　of　dissemination　al｝　over　the　world　through　Christian

missionaries．　These　roles，　however，　were　not　particularly　attractive　for　slave

women　in　the　British　West　lndian　colonies．　These　reforrr｝s　were　seen　by

female　slaves　as　placing　a　greater　burden　on　them，　that　is，　they　were

expected　to　work　daily　as　before　for　the　slave　owners　and　also　as　wives　and

mothers　for　thelr　own　families．　lt　tool〈　a　long　time　for　Christian　marriage

and　family　to　become　common　in　the　British　West　IRdian　colonies．

Changes　in　the　Economic　Structure　of　Farm　Rouseholds　in　the

Period　of　the　Formation　of　lndustrial　Regions　in　Modern　Japan：　The

Livelihood　of　Farmers　as　seen　in　the　Economic　Suグvの・げFarm

　　　　　　　　　　　　　　　　．llloblseholds　by　Aichi　Prefecture

by

YuzAwA　Noriko

　　In　this　article　1　take　years　between　1885　and　1935　as　the　period　of　the

fbrmat至on　of圭ndustrial　regions　and　through　the殺se　of毛he　Eoo〃。〃zガ。　Suグzノのノ

of　Farm　Households　by　Aichi　prefecture，　1　aim　to　elucidate　the　livelihoods　of

farmer　households　and　tke　changes　therein　during　Taish6　era，　when

urbanization　and　industrialization　were　prominent．　The　reason　that　1　chose
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to　focus　on　Aichi　prefecture　is　not　simply　because　it　fo星lowed　Tokyo　and

Osaka　in　number　of　factories，　but　because　the　vaiue　of　its　agricuItural

production　was　among　the　top　ln　the　nat量on　and　it　is　thought　that　the

influence　of　industrialization　on　farming　vlllages　and　farmers　was　relative

conspicuous　compared　to　that　of　other　prefectures．

　　The　chief　methodology　of　this　study　is　to　employ　the　Economic　Survの，げ

Far〃z」Uouselzolds　as　a　primary　source　and　to　analyze　it．　Spec呈fically　I　use

the　survey　for　five　years，1921，1923，1926，1928，1930，　to　elucidate　a　s圭ngle

farm　family’s　produce　and　consumption，　in　other　words，　aR　overall　portrait　of

its　way　of｝ife，　and　attenapt　comparisons　with　those　in　other　counties　when

　　　　ゆpertlnent．

　　First，　I　grasped　the　total　changes　in　the　industrial　structure　of　modem

Aichi　prefecture　and　clarified　reg圭onal　characteristics　of　agriculture　and

manufacturing　within　the　prefecture（section　l）．　Then，　I　depict　the

movements　of　youths　who　lived　through　those　changes　based　on　sources

related　to　emigrant　labor（dekasegi）and　the　wrltings　of　youths　printed　ln

village　pub至ications．　In　order　to　examine　these　more　concretely，　I　fo1歪ow　the

lives　of　a　single　farmer　family　for　seven　years，　from　1923－1930　and　did　a

yearly　ana星ysis　of　family’s　strategy　that　accompanied　the　family’s　period量c

rhythms．　Furthermore，　I　did　a　comparative　analysis　of　other　counties　based

on　regional　variations　within　A呈chi　prefec撫re（section　2），　and　as

comprehensive　view　of　the　above，　I　consider　the　roles　that　families　played　in

the　f6rmation　of　iRdustrial　regions　from出e　point　of　vlew　of　changes　in　farm

economy　aRd　lives　experienced　by　farm　famllies　ln　modem　Aichl　prefecture．

　　The　following　three　poi難ts　were　clarlfied　as　a　resu正t　of　this　analysis．　First，

it　was　recognized　that　non－agricultural　production　resulted　on　the　one　hand

in　increasingly　simplified　livellhoods，　and　there　was　a　tendency　for

agriculture　itse至f　to　become　more　d圭verse　as　a　result　of　po羅ltry　and

vegetable　farming。　This　occurred　within　the　context　of　urbanization　and

industriallzation　and　as　the　number　of茎aborers　who　did　not　possess　a　basis

fbr　self・sufficiency　in　food　i鍛creased，　which　resuked　in　the　advance　of

commercial　agriculture　in　farming　villages　near　the　ci匙ies．

　　Secondly，　a　respo薮se　began　to　be　sought　to　the　two　aspects　facing　farm

households：℃he　lntemal　circumstances　of　the　periodic　rhythms　in　family

compositloR　of　farm　families　and　extemal　circumstances　determined　by

market　economics．　Farm　families　of　Aichi　prefecture，　a　region　in　Japan

following　on正y　those　of　Tokyo　and　Osaka　in　terms　of　concentratlon　of

industrial　productiv量ty，　provided　labor　for　factories．　There　was　likewise　a
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tendency　for　the　influence　of　external　circumstances　to　grow　iarger　due　to

the　fact　that　they　shouldered　the　role　of　satisfying　the　agricultural　produce

market　that　had　expanded　due　to　the　demand　for　food　by　urban　dwellers

and　factory　workers．

　　Thirdly，　based　on　these　facts，　1　indicated　that　it　is　necessary　to　coRsider

not　only　the　roie　of　salaried　families　as　the　res“lt　of　the　formation　of

industrial　regions　in　modem　Japan　but　also　the　role　of　farm　families，　ln　the

case　of　Japan，　there　was　a　simultaneous　reorganization　of　the　division　of

labor　between　£he　industrial　and　agricultura｝　sectors　rather　than　the

dissolution　of　agriculture　and　agricultural　villages　in　the　context　of

urbanization　and　industrialization，　and　the　category　of　“farm　families”　was

born，　and　the　technical　and　psychological　foundations　of　a　new　agricultural

were　built　amidst　various　corT｝plications．　This　change　played　no　small　role　in

urbanization　and　industrialization．　Therefore，　the　argument　on　the

re｝ationship　between　the　family　and　the　market　that　focuses　simply　on　the

birth　of　the　families　of　salaried　workers　is　insufficient；　we　must　make　a

renewed　examination　that　includes　an　analysis　of　the　modern　farm　families．
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